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2019 年度北京社会文化研修――深思北京

北京は何と言っても中国の首都であり、政治の中心です。そして、京劇に
代表される伝統文化の中心でありながら、現代アートに代表される新しい文
化を発信する重要な場所でもあります。「老北京」と呼ばれる独特の文化が
今も残っており、北京はじつにさまざまな顔を持つ重層的な場所です。この
研修を「深思北京」と名づけたのは、参加する皆さんに、北京がもつ重層的
な姿を体得し、考えてほしいと願うからです。
この研修は、教養教育高度化機構国際連携部門のリベラルアーツ・プログ
ラム（LAP）が、中国人民大学文学院と北京戯曲評論学会のご協力をいただ
きながら運営しました。
北京では、中国に関する講義や学生交流、中国企業や文化施設の見学や関
係者との懇談が行われ、「北京」を体験し、中国語の応用力を磨くとともに、
中国を重層的に考察する充実した一週間となりました。使用言語は中国語の
みとし、日本語は原則禁止にしました。

今年度のプログラムには学部二年 4名、四年 4名の学生が参加しました。

本冊子は、2019 年 9 月 8 日から 15 日の一週間における、東大生の北京
見聞録であり、北京という新しき古都に対する思考集でもあります。

2020 年 3月
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スケジュール

午前 午後

9月 8日（日） 東京出発
北京到着

北京戯曲評論学会による歓迎会

9月 9日（月） 松下記念館
北京大学芸術学院　座談会
講義①昆曲入門と実演

9月 10日（火） 人民中国雑誌社　見学・座談会
中華文化学院

講義②中華文化の人文精神
国能中電　座談会

9月 11日（水）
中国人民大学文学部

歓迎式
講義③映画論入門
故宮博物院　見学

9月 12日（木）
中国人民大学文学部
講義④中国古代作家研究

講義⑤西洋古典文芸理論
日中学生交流

9月 13日（金）
法海寺、承恩寺　見学
講座⑥北京の歴史と民俗

京西五里坨民俗陳列館　見学
講座⑦中国書道入門

9月 14日（土）
全民暢読書店　見学
講義⑦『紅楼夢』を読む

中国世界平和基金会　見学
講義⑧華道体験
中秋雅集

9月 15日（日） 自由活動
北京出発
日本帰国
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時
間
と
北
京

三
浦　
駿
人

北
京
の
都
市
空
間
と
政
治
的
象
徴
性

北
京
内
城
の
正
門
で
あ
っ
た
正
陽
門
（
現
正
門
）
の
東
側
の
、
か
つ
て
の
北
京
正
陽

門
東
駅
の
建
物
を
利
用
し
た
鉄
道
博
物
館
の
隣
に
、
ひ
っ
そ
り
と
北
京
市
規
画
展
覧
館
が

建
っ
て
い
る
。
北
側
を
山
に
囲
ま
れ
た
北
京
の
地
理
的
特
徴
の
解
説
に
始
ま
り
、
伝
統
建

築
の
展
示
な
ど
を
経
た
３
階
に
は
、
北
京
中
心
部
の
巨
大
模
型
が
展
示
さ
れ
、
市
中
心
部

の
様
子
を
立
体
的
に
鳥
瞰
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
ま
ず
目
に
入
る
の
は
、
中
心
に

あ
る
巨
大
な
紫
禁
城
で
あ
る
が
、す
ぐ
に
南
北
、東
西
に
走
る
軸
に
気
が
付
く
。
南
北
に
は
、

南
か
ら
永
定
門
、
正
陽
門
、
天
安
門
、
外
朝
三
殿
、
内
廷
三
殿
、
景
山
公
園
、
鐘
楼・鼓
楼
、

そ
し
て
や
や
北
へ
行
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
が
連
な
る
。
東
西
に
は
天
安
門
と
天
安
門

広
場
を
隔
て
る
、
新
中
国
成
立
後
に
整
備
さ
れ
た
長
安
街
が
貫
き
、
天
安
門
か
ら
見
て
西

側
に
は
金
融
街
、
東
側
に
は
王
府
井
に
国
貿
と
、
北
京
の
経
済
発
展
の
象
徴
と
い
え
る
地

域
が
存
在
す
る
。

こ
の
い
わ
ば
南
北
の
歴
史
的
な
軸
と
東
西
の
現
代
的
な
軸
の
交
わ
る
点
に
位
置
し
、
毛

沢
東
の
肖
像
画
が
掲
げ
ら
れ
た
天
安
門
の
反
対
側
に
あ
る
の
が
、
厳
重
に
警
備
さ
れ
た
広

大
な
天
安
門
広
場
で
あ
る
。
広
場
の
東
側
に
は
、
中
国
の
歴
史
的
文
物
を
清
ま
で
の
古
代

史
と
五・
四
運
動
以
降
の
革
命
史
の
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
展
示
す
る
中
国
国
家
博
物
館

が
、
西
側
に
は
、
民
主
集
中
制
と
称
さ
れ
る
現
代
中
国
政
治
制
度
の
核
心
た
る
人
民
大
会

堂
が
存
在
す
る
。
人
民
大
会
堂
及
び
周
囲
の
政
府
関
連
施
設
が
あ
る
場
所
は
、
か
つ
て
六

部
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
空
間
の
歴
史
的
意
味
を
引
き
継
い
で
い

る
が
、
一
方
で
皇
帝
権
力
の
象
徴
で
あ
る
紫
禁
城
は
現
在
故
宮
博
物
院
と
し
て
、
政
治
的

世
界
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
新
中
国
に
よ
り
意
義
付
け
ら
れ
再
編
さ
れ
た
歴
史
と
現
代
中
国
の
権
力
の
象
徴

が
向
か
い
合
う
、
そ
の
中
間
に
あ
る
広
場
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
現
在
の
形
が
作
ら
れ
た
、

「
新
し
い
」
政
治
空
間
で
あ
る
。
広
場
の
南
寄
り
に
は
建
国
の
原
点
を
想
起
さ
せ
る
人
民
英

雄
記
念
碑
と
毛
沢
東
記
念
堂
が
あ
り
、
そ
し
て
北
寄
り
に
、
毎
朝
国
歌
が
流
れ
る
中
で
の

午門から望む天安門と人民大会堂
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国
旗
掲
揚
式
が
実
施
さ
れ
る
掲
揚
台
が
あ
り
、
そ
の
上
で
五
星
紅
旗
が
は
た
め
く
。

こ
の
、
陳
飛
氏
が
北
京
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
義
で
解
説
し
た
よ
う
な
、
幾
多
の
変
遷

を
経
て
成
立
し
た
都
市
の
基
本
構
造
を
基
に
形
成
さ
れ
た
大
仕
掛
け
の
中
で
、
共
産
党
が

領
導
す
る
中
華
人
民
共
和
国
が
、
悠
久
の
歴
史
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
正
統
性

が
示
さ
れ
つ
つ
、
一
方
で
完
全
に
新
た
な
国
家
体
制
を
作
り
上
げ
、
維
持
し
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
が
印
象
付
け
ら
れ
る
。

北
京
に
流
れ
る
「
中
華
人
民
共
和
国
の
首
都
」
と
し
て
の
「
時
間
」

深
思
北
京
で
私
た
ち
が
過
ご
し
た
、
巨
大
国
家
中
国
の
首
都
で
あ
る
北
京
は
、
終
始

ど
こ
か
緊
張
感
に
包
ま
れ
て
い
た
。
抗
日
戦
争
と
国
共
内
戦
を
乗
り
越
え
た
一
九
四
九
年

十
月
一
日
、
天
安
門
に
立
っ
た
毛
沢
東
が
、
湖
南
訛
り
で
「
中
華
人
民
共
和
国
今
天
成
立

了
」
と
宣
言
し
て
か
ら
七
〇
年
が
経
と
う
と
し
て
い
た
の
だ
。
そ
の
中
華
人
民
共
和
国
建

国
七
〇
周
年
に
あ
た
る
国
慶
節
が
お
よ
そ
二
週
間
後
に
控
え
る
中
で
、
市
内
の
警
備
体
制

は
あ
か
ら
さ
ま
に
強
化
さ
れ
て
お
り
、
パ
レ
ー
ド
の
予
行
演
習
の
た
め
に
天
安
門
周
辺
の

道
々
が
夜
に
な
る
と
閉
鎖
さ
れ
て
い
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
が
七
〇
周
年
に
関
す
る

特
集
を
組
み
、
街
の
至
る
所
に
七
〇
周
年
を
記
念
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
横
断
幕
が
見
受
け
ら

れ
た
。
更
に
、
私
た
ち
の
北
京
滞
在
期
間
中
の
九
月
一
二
日
に
は
習
近
平
が
北
京
西
北
に

あ
る
香
山
公
園
の
革
命
戦
士
記
念
館
を
訪
れ
特
別
展
示
を
視
察
し
た
。
香
山
は
一
九
四
九

年
前
半
に
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
が
半
年
間
設
置
さ
れ
、
中
央
政
治
協
商
会
議
綱
領
が

成
立
す
る
な
ど
現
在
ま
で
続
く
中
華
人
民
共
和
国
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
。

一
方
、
北
京
中
心
部
か
ら
約
五
〇
㎞
南
に
は
、
超
巨
大
空
港
で
あ
る
大
興
空
港
が
、
建

国
七
〇
周
年
に
合
わ
せ
開
港
を
控
え
て
い
た
。
街
の
至
る
所
で
「
祝
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」

七
〇
年
の
時
間
と
そ
の
間
共
産
党
が
領
導
し
た
結
果
と
し
て
の
成
果
が
強
調
さ
れ
る
中

で
、
北
京
は
、「
建
国
七
〇
周
年
目
」
と
い
う
時
間
を
歩
ま
さ
れ
て
い
た
。

そ
も
そ
も
「
中
華
人
民
共
和
国
」
の
「
首
都
」
で
あ
る
北
京
は
、
常
に
現
在
の
中
華
人

民
共
和
国
の
政
治
的
な
時
間
と
、
一
年
を
通
し
て
不
可
分
で
あ
る
。

両
会
と
呼
ば
れ
る
全
国
人
民
代
表
会
議
と
全
国
政
治
協
商
会
議
が
開
か
れ
る3

月
に
は
、

中
国
全
土
か
ら
、
特
別
行
政
区
の
香
港
・
澳
門
や
少
数
民
族
地
区
含
め
、
数
千
人
の
代
表

者
が
北
京
に
集
結
す
る
。
北
京
中
が
厳
戒
態
勢
と
な
る
中
で
、
取
り
分
け
人
民
代
表
会
議

で
は
、
政
府
の1

年
間
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
、
経
済
発
展
の
目
標
や
重
点
施
策
、
重
要

ポ
ス
ト
の
人
事
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
巨
大
国
家
中
国
の
方
針
や
状
況
を
測
り
知
る
重
要

な
機
会
と
し
て
、
期
間
中
は
世
界
中
の
注
目
が
集
ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

両
会
終
了
後
の
二
ヶ
月
は
、「
愛
国
」
と
「
自
由/

民
主
」
の
間
で
の
緊
張
が
訪
れ
る
、

広
く
記
憶
さ
れ
る
期
日
が
続
く
。
中
国
で
は
事
件
や
何
ら
か
の
記
念
の
日
は
、
多
く
の
場

合
そ
の
日
付
に
よ
っ
て
記
憶
さ
れ
る
が
、
そ
の
代
表
例
と
し
て
の
、
四
五
天
安
門
事
件
の

日
、
そ
し
て
今
年
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
五
四
運
動
の
日
と
三
〇
周
年
を
迎
え
た
六
四
天

安
門
事
件
の
日
で
あ
る
。

五
四
運
動
は
、
北
京
大
学
紅
楼
や
天
安
門
前
を
始
め
と
し
た
北
京
中
心
部
で
発
生
し
た

が
、
列
強
の
支
配
に
対
す
る
民
族
的
な
抗
議
運
動
と
し
て
、「
中
華
民
族
」
の
復
興
と
い
う

歴
史
に
欠
か
せ
な
い
場
面
と
な
っ
て
お
り
、
五
月
四
日
に
は
重
要
談
話
が
発
表
さ
れ
た
り

何
ら
か
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
り
す
る
。
し
か
し
一
方
で
、「
自
由
」
や
「
民
主
」

を
求
め
た
当
時
の
声
と
現
在
の
政
治
体
制
は
一
種
の
緊
張
関
係
に
あ
る
。

そ
し
て
両
天
安
門
事
件
の
日
は
よ
り
緊
張
の
度
合
い
が
増
す
。
取
り
分
け
六
月
四
日
が

近
づ
く
と
、
天
安
門
広
場
周
辺
は
重
い
空
気
に
包
ま
れ
て
い
く
。
日
常
は
続
く
が
、
広
場

を
中
心
に
警
備
や
身
分
証
チ
ェ
ッ
ク
が
強
化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
言
論
規
制
は

格
段
に
強
く
な
る
。
中
国
政
府
が
政
治
風
波
・
反
革
命
暴
乱
と
称
す
る
こ
の
事
件
は
、
当

日
、私
た
ち
が
泊
ま
っ
て
い
た
ホ
テ
ル
に
近
い
、長
安
街
の
西
側
の
方
か
ら
鎮
圧
が
始
ま
っ

た
と
言
わ
れ
る
。
公
式
の
場
で
の
直
接
的
言
及
が
憚
ら
れ
る
こ
の
事
件
は
、
一
方
で
確
か

に
都
市
の
記
憶
と
し
て
北
京
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
は
日
本
人
と
し
て
過
ご
す
に
は
、
や
や
肩
身
の
狭
い
期
日
が
連
続
す
る
。
盧

溝
橋
事
件
の
七
月
七
日
、
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
八
月
一
五
日
、
終
戦
記
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念
日
と
さ
れ
る
九
月
三
日
、
柳
条
湖
事
件
の
九
月
一
八
日
で
あ
る
。
天
安
門
広
場
の
人

民
英
雄
記
念
碑
に
は
抗
日
戦
争
の
犠
牲
者
も
祀
ら
れ
て
お
り
、
式
典
が
開
か
れ
る
ほ
か
、

二
〇
一
五
年
の
九
月
三
日
に
は
抗
日
戦
争
勝
利
七
〇
周
年
記
念
の
パ
レ
ー
ド
が
長
安
街
で

大
々
的
に
行
わ
れ
、
中
国
と
親
し
い
各
国
首
脳
も
参
加
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
盧

溝
橋
は
北
京
南
西
の
、
五
環
と
六
環
の
間
に
位
置
し
、
現
在
は
大
き
な
記
念
館
も
建
っ
て

い
る
が
、
七
月
七
日
に
は
追
悼
式
典
が
開
か
れ
て
き
た
。
現
在
の
共
産
党
政
権
誕
生
の
正

統
性
、
建
国
の
物
語
が
抗
日
戦
争
の
勝
利
に
依
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
期
日
に

北
京
が
ど
れ
く
ら
い
の
強
度
で
反
応
す
る
か
は
、
時
の
内
政
、
日
中
関
係
に
左
右
さ
れ
う

る
。
戦
争
の
記
憶
が
残
る
土
地
と
し
て
、
そ
し
て
公
式
の
歴
史
の
解
釈
を
つ
く
る
中
心
地

と
し
て
、
北
京
は
こ
れ
ら
の
記
念
日
と
不
可
分
に
進
ん
で
い
く
。
そ
し
て
一
〇
月
一
日
の

国
慶
節
を
迎
え
、
再
び
年
末
へ
と
向
か
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

加
え
て
、
中
国
政
府
は5

か
年
計
画
を
筆
頭
に
未
来
に
わ
た
る
、
長
期
的
な
目
標
を
常

に
立
て
る
。
大
き
な
も
の
で
は
、
中
国
共
産
党
創
立
一
〇
〇
周
年
の
二
〇
二
一
年
ま
で
に

「
小
康
社
会
」
を
全
面
的
に
完
成
さ
せ
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
一
〇
〇
周
年
に
当
た
る

二
〇
四
九
年
ま
で
に
「
社
会
主
義
現
代
化
国
家
」
を
建
設
す
る
、
と
い
う
目
標
が
控
え
る
。

こ
す
ひ
て
、
首
都
と
し
て
政
治
的
権
力
が
集
中
す
る
北
京
か
ら
、
歴
史
を
ど
の
よ
う
に

記
憶
し
、
現
在
を
ど
の
よ
う
な
段
階
と
位
置
付
け
、
未
来
を
ど
の
よ
う
に
構
想
す
る
か
が

決
ま
っ
て
い
く
。
北
京
は
そ
の
担
い
手
と
し
て
、
政
治
と
不
可
分
な
緊
張
感
の
あ
る
時
間

を
歩
ん
で
い
る
。

北
京
に
流
れ
る
「
改
革
開
放
以
来
四
〇
年
を
経
た
経
済
都
市
」
と
し
て
の
「
時
間
」

今
年
の
国
慶
節
と
同
じ
よ
う
に
昨
年
は
、
港
澳
珠
大
橋
が
完
成
す
る
中
で
、
改
革
開

放
四
〇
周
年
の
成
果
が
喧
伝
さ
れ
、
国
家
博
物
館
で
は
改
革
開
放
特
別
展
が
行
わ
れ
た
。

一
九
七
八
年
に
鄧
小
平
が
大
阪
の
松
下
電
器
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
を
視
察
し
、
そ
の
後

松
下
電
器
は
北
京
に
第
一
号
工
場
を
建
設
し
た
。
南
方
で
は
な
く
北
京
を
選
ん
だ
の
は
、

中
央
政
府
と
の
意
思
疎
通
が
円
滑
に
い
く
か
ら
だ
と
い
う
。
松
下
電
器
の
事
例
に
代
表
さ

れ
る
、
日
本
が
中
国
に
技
術
指
導
し
た
時
代
か
ら
、
中
国
市
場
や
日
中
関
係
は
大
き
な
変

化
を
経
た
。
そ
ん
な
改
革
開
放
か
ら
四
〇
年
を
経
た
、
今
の
北
京
に
は
北
京
に
は
世
界
有

数
の
経
済
都
市
と
し
て
の
時
間
が
流
れ
て
い
る
。

中
国
の
経
済
を
長
年
支
え
て
き
た
銀
行
か
ら
通
信
ま
で
各
産
業
の
国
営
企
業
が
北
京
に

本
社
を
構
え
て
お
り
、
国
内
に
留
ま
ら
ず
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い

る
。
更
に
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
研
究
を
日
々
生
ん
で
い
る
北
京
大
や
中
国
科
学

院
等
の
一
流
大
学
・
研
究
施
設
が
い
く
つ
も
あ
り
、
産
学
連
携
が
推
進
さ
れ
る
中
で
、
ユ

ニ
コ
ー
ン
企
業
数
は
北
京
が
深
圳
や
杭
州
を
抑
え
て
国
内
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
人

民
日
報
社
が
作
成
し
た
短
編
動
画
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
に
「
一
分
間
、
北
京
（
一
分
間
の
間

に
北
京
で
何
が
起
き
る
か
）」
が
あ
る
。
そ
の
中
で
『
一
分
間
で
、
中
関
村
科
技
園
区
は

北京首都国際空港に設置された、建国 70 周年を記念するモニュメント
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一
〇
〇
九
万
元
を
売
り
上
げ
、
一
分
間
で
、
金
融
業
は
四
七
九.

四
五
万
元
の
営
業
収
入

を
実
現
す
る
』
と
紹
介
す
る
場
面
が
あ
る
。
僅
か
な
時
間
で
大
量
の
富
が
生
ま
れ
、「
五
か

年
計
画
」
の
よ
う
な
政
府
主
導
の
長
期
計
画
を
余
所
に
、
各
企
業
は
短
い
ス
パ
ン
で
の
成

果
を
常
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
一
瞬
で
も
早
く
取
引
を
成
立
さ
せ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
り
出
来
る
か
に
心
血
が
注
が
れ
る
中
で
、
時
間
は
高
度
に
細
分
化
さ
れ
て
い

く
。一

方
で
、
現
在
中
国
経
済
は
、「
時
間
就
是
金
銭
、
効
率
就
是
生
命
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
象
徴
す
る
加
速
度
的
に
開
発
・
拡
大
に
邁
進
し
た
高
度
経
済
成
長
期
が
一
服
し
、
環
境

問
題
や
人
口
問
題
が
表
面
化
し
て
、
如
何
に
持
続
的
な
発
展
を
実
現
す
る
か
、
と
い
う
よ

り
長
い
ス
パ
ン
の
時
間
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
性
が
増
し
て
い
る
。
そ
の
最
先
端
を
行
っ

て
い
る
の
が
、
主
に
発
電
所
の
排
煙
の
環
境
対
策
技
術
開
発
・
提
供
を
行
う
国
能
中
電
で

あ
っ
た
。

道
い
っ
ぱ
い
の
自
転
車
に
、
人
民
服
を
着
た
単
位
へ
と
向
か
う
労
働
者
が
乗
る40

年

前
の
光
景
は
、
現
在
秒
刻
み
で
走
る
地
下
鉄
に
、
私
服
に
身
を
包
ん
だIT

企
業
の
オ
フ
ィ

ス
へ
と
向
か
う
ス
マ
ホ
を
片
手
に
し
た
人
々
が
乗
る
光
景
へ
と
変
化
し
た
。
巨
大
な
経
済

都
市
と
し
て
、
北
京
は
忙
し
な
く
時
を
刻
ん
で
い
る
。

北
京
に
流
れ
る
「
歴
史
・
文
化
都
市
」
と
し
て
の
「
時
間
」

現
在
政
治
経
済
の
中
心
と
し
た
る
北
京
は
無
論
、
古
く
か
ら
都
市
が
成
立
し
、
こ
の
数

百
年
間
は
、
中
華
帝
国
の
中
心
地
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

ヒ
ト
や
モ
ノ
が
集
ま
り
、
豊
か
な
文
化
を
育
ん
で
き
た
。

深
思
北
京
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
北
京
が
積
み
重
ね
て
き
た
、
無
形
の
文
化
の
数
々
に

触
れ
た
。
書
法
、紅
楼
夢
を
始
め
と
し
た
文
学
、崑
曲
、そ
し
て
京
劇
。
長
い
時
間
の
中
で
、

紆
余
曲
折
を
経
つ
つ
も
各
時
代
の
担
い
手
が
、
過
去
と
対
話
し
な
が
ら
、
常
に
自
ら
を
反

省
し
、
時
に
新
た
な
も
の
を
加
え
、
文
化
を
鍛
え
て
き
た
。
そ
の
一
つ
の
大
き
な
舞
台
が

北
京
で
あ
る
。

靳
飛
氏
は
、
北
京
戯
曲
評
論
学
会
が
開
い
た
「
中
秋
雅
集
」
の
際
の
挨
拶
で
、
近
年
の

文
芸
人
の
地
位
の
向
上
を
評
価
し
つ
つ
も
、
今
日
の
京
劇
の
レ
ベ
ル
は
梅
蘭
芳
の
時
代
に

次々と行き交う車の交通整理を行う警官
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決
し
て
及
ば
な
い
と
辛
く
評
価
し
た
。
政
治
や
経
済
が
常
に
前
進
し
、
発
展
し
て
い
く
こ

と
が
半
ば
強
迫
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
の
北
京
に
お
い
て
、
こ
の
常
に
自
省
し
、
緊

張
感
を
も
っ
て
過
去
と
対
話
し
、
過
去
に
学
ぶ
姿
は
、
む
し
ろ
新
鮮
に
さ
え
映
る
。
こ
の

よ
う
な
営
み
を
行
う
文
芸
人
が
、
北
京
の
伝
統
文
化
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。　

一
方
で
、
北
京
に
は
故
宮
、
天
壇
、
万
里
の
長
城
を
筆
頭
と
し
た
世
界
的
に
有
名
な
文

化
遺
産
の
他
に
、
数
多
の
貴
重
な
寺
院
や
公
園
、
陵
墓
が
存
在
す
る
。
私
た
ち
が
訪
問
し

た
唐
代
の
仏
教
壁
画
を
持
つ
法
源
寺
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
北
京
城
を
か
つ
て
取
り
囲
ん

で
い
た
城
壁
は
大
半
が
取
り
壊
さ
れ
、
環
状
道
路
と
な
っ
て
い
る
が
、
徳
勝
門
な
ど
い
く

つ
か
の
門
は
今
も
残
り
、
取
り
壊
さ
れ
た
門
も
地
下
鉄2

号
線
の
駅
名
か
ら
そ
の
存
在
に

気
付
く
こ
と
が
出
来
る
。

そ
し
て
、
後
海
の
近
く
に
は
鐘
楼
・
鼓
楼
が
あ
る
。
か
つ
て
一
日
に
た
っ
た
二
回
だ
け

鳴
り
、北
京
の
人
々
に
時
を
知
ら
せ
、そ
の
生
活
を
規
定
し
た
そ
の
鐘
は
、皇
帝
の
「
時
間
」

に
対
す
る
支
配
を
象
徴
し
つ
つ
も
、
当
時
の
北
京
の
ゆ
る
や
か
な
時
の
流
れ
を
想
像
さ
せ

る
。そ

の
鐘
の
音
が
鳴
り
響
い
た
で
あ
ろ
う
、
胡
同
の
街
並
み
が
、
宅
地
開
発
が
郊
外
で
は

急
激
に
進
む
中
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
の
姿
を
保
ち
な
が
ら
故
宮
周
辺
に
残
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
日
の
夜
に
胡
同
に
あ
る
雲
南
料
理
店
へ
向
か
う
と
、
そ
の
途
中
暗
く
細

い
路
地
の
所
々
で
、
数
少
な
い
街
灯
の
下
に
住
民
と
思
し
き
人
が
集
ま
り
、
お
酒
を
飲
ん

だ
り
将
棋
を
打
っ
た
り
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
確
か
に
、
大
通
り
か
ら
離
れ
た
夜
の
静
寂

の
中
で
、
政
治
の
緊
張
感
や
経
済
の
忙
し
な
さ
と
は
無
縁
に
感
じ
る
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
の
流
れ
る
日
常
の
空
間
が
あ
っ
た
。
門
で
四
方
を
囲
わ
れ
た
四
合
院
の
中
の
、
月
明

か
り
が
よ
く
見
え
る
中
庭
に
は
、
外
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
公
」
か
ら
隔

絶
さ
れ
た
「
私
」
の
空
間
、
時
間
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
実
は
、
そ
の
雲
南

料
理
店
が
、
中
庭
に
相
当
す
る
部
分
に
屋
根
こ
そ
あ
れ
、
四
合
院
の
構
造
を
持
っ
て
お
り
、

そ
の
夜
奥
の
部
屋
で
「
無
話
不
談
」
の
雰
囲
気
で
夕
食
を
楽
し
む
こ
と
を
通
じ
て
期
せ
ず

し
て
私
た
ち
自
身
も
体
験
し
た
よ
う
に
思
う
。

加
え
て
、
幸
運
な
こ
と
に
今
年
の
深
思
北
京
の
日
程
は
、
春
節
、
清
明
節
、
端
午
節
と

並
ぶ
重
要
な
祭
日
で
あ
る
中
秋
節
を
含
ん
で
い
た
。
街
の
お
店
は
競
っ
て
中
秋
節
用
の
特

製
月
餅
を
売
り
、
人
民
大
学
等
か
ら
の
贈
り
物
も
ま
た
月
餅
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
秋
節 中秋節の夜に鑑賞した京劇の一幕
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の
夜
に
は
、
四
合
院
を
再
現
し
た
文
化
施
設
の
中
で
、
自
ら
作
っ
た
月
餅
を
食
べ
な
が
ら
、

満
月
の
下
、
京
劇
の
特
別
演
出
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
風
流
な
経
験
を
し
た
。
他
方
、
故
宮

博
物
院
の
「
万
紫
千
紅
―
中
国
古
代
花
木
題
材
文
物
特
展
」
で
は
、
各
二
十
四
節
の
景
色

が
花
を
中
心
に
描
か
れ
た
展
示
が
あ
り
、
そ
の
季
節
に
対
す
る
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
覚
と

表
現
の
豊
か
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
二
十
四
節
全
て
が
今
も
人
々
の
日
常
生
活
で
意
識
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
気
温
の
年
較
差
が
激
し
い
北
京
に
お
い
て
、
一
年
の
間
に
移

り
変
わ
る
季
節
を
感
じ
つ
つ
、
各
節
目
の
祭
日
で
、
家
族
で
集
ま
り
な
が
ら
、
家
族
や
祖

先
の
安
寧
や
豊
作
を
祈
る
。
そ
の
営
み
が
毎
年
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
。

　
長
い
歴
史
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
の
都
市
は
、
政
治
や
経
済
や
文
化
の
時
間
が
重

層
的
に
流
れ
、絡
ま
り
合
い
つ
つ
、一
年
の
中
で
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
繰
り
返
す
中
で
、
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
創
造
を
繰
り
返
し
、
新
た
な
時
間
を
編

ん
で
行
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
ん
な
北
京
に
、
私
は
ひ
ど
く
ひ
か
れ
る
の
で
あ
る
。
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参加 “深思北京” 的意义在哪里

“曾在北京大学有一年留学经验的你认为参加这个项目的主要意义在哪里”。这是我参加此次项目选

拔面试时被问及的问题。我一时竟然语塞，不知如何回答这个问题。

仔细想想，对于 1996 年出生在日本土生土长的我来说，和中国的相遇是充斥着一种负能量而开始

的。毒饺子事件、西藏问题、领土问题、反日游行等等。另一方面，与此同时，中国的 GDP 超过了日本，

源自中国的进口产品在日常生活中随处可见。

对于我来说，对于中国最初的关注焦点主要是国际关系、政治比较、战争的记忆方面。然而，为了

更深入了解中国社会所独有的体制、思想的传承，我认为很有必要对中国的国内政治状况、社会所存在

的各种问题进行深入思考，因此，我关注的焦点便转移到了中国国内。

从大一开始，便把汉语作为第二外语开始学习，在大三时开始了北大留学之旅。我从中国内部对中

国社会进行了一次深入观察。在 1 年繁忙的日程中，用汉语上课学习，在中国走南闯北各处旅行，拜访

了勒飞老师等北京戏曲评价学会的各位老师。同时，我也发现了中国社会中的多样性以及很多深刻复杂

的难解课题。

“深思北京” 把这个兜兜转转才接触和理解了中国传统文化的我引领到了一个全新的深度。

在燥热却座位爆满的教室里，听着昆曲 ；在中秋月圆的皎洁星空之下，边品味着新鲜月饼边欣赏着

京剧。无论是从拥有着 1500 年悠久历史的法源寺的珍贵佛教壁画上还是作为古代皇帝的权力象征的古代

大型建筑群的结晶的故宫上，都看出了中华文化的博大精深。在寺庙里陈飞老师讲述了北京的悠久历史、

在四合院里徐玉良老师解释了书法的精髓、在书店里荃爰老师讲解了红学的精华，这些画面都仍让我记

忆犹新。在各种独特的空间里，通过与文化人的不时对话，我感知到了文化人的丰富的智慧沉淀。

另一方面，在建国 70 周年国庆前夕，总感觉有一种紧张的氛围弥漫着这座拥有博大精深文化的北

京城。在社会主义学院、中华文化学院里，我切实感受到了古代思想和社会主义思想融合下的现代中国

所固有的课题。也回想起来在人民中国社里，王主编说的一句话，他说这里的工作是一份需要权衡好 “智

慧和良心的天平” 的富有挑战的工作。在白总领导的国能中电、松下电器里，感受到了企业正在创造出

全新的中国社会及其生活方式的那种蓬勃的朝气。政治经济文化纷繁复杂的北京，依然保持着其前进的

步伐迈进着。

勒飞老师曾说过 ：“人和人的关系是很重要的”。东大某日本教授也曾指出 ：“中国是一个非常大、非

常深刻多样的国家。‘我已经对中国很了解了’ 来作结论的话，实属盲目。” 通过 “深思北京” 这个项目，

我认识了很多的朋友，也相遇了一个全新的北京和中国。即使我在中国待很长时间，也觉得还是会有我

没有看到以及对于北京、中国不曾了解的一面。这也便是参加本次活动给我带来的最大感触和收获。

（三浦骏人）
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古
都
か
？
新
都
か
？

増
田　
夏
子

北
京
に
は
「
古
都
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ま
り
な
い
。
こ
れ
は
母
方
の
実
家
が
西
安

に
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
古
都
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
新
進
気
鋭
で
、
あ
ま
り

に
も
現
代
都
市
す
ぎ
る
。「
古
都
」
と
い
う
の
は
、
も
っ
と
古
都
で
あ
る
こ
と
に
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
ち
、
悪
く
い
え
ば
「
歴
史
」
に
追
い
す
が
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
そ
ん
な
未
練
た
ら
し
さ
は
北
京
に
は
見
え
な
い
。
そ
う
口
に
す
れ
ば
そ
れ
は
現
在
で

も
北
京
が
首
都
で
あ
る
か
ら
だ
、
と
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
北
京
が
「
新
都
」
か
、

と
い
う
と
こ
れ
も
ま
た
違
う
。
明
朝
中
期
か
ら
と
清
朝
の
都
で
、
歴
史
的
観
光
資
源
も
豊

富
に
あ
る
北
京
は
れ
っ
き
と
し
た
古
都
な
の
で
あ
る
。

例
え
ば
北
京
市
内
石
景
山
地
区
に
あ
る
法
海
寺
が
歴
史
的
に
重
要
な
寺
院
だ
。
明
代
に

建
て
ら
れ
た
寺
院
で
、
樹
齢
何
千
年
と
い
う
古
樹
が
数
本
あ
り
、
寺
院
自
体
も
数
度
の
改

修
を
経
て
、
現
在
に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
寺
院
自
体
は
多
少
古
び
て
い
た
も
の
の
、
一

歩
お
堂
に
入
る
と
、
中
が
真
っ
暗
だ
っ
た
の
に
は
驚
い
た
。
懐
中
電
灯
を
持
た
さ
れ
な
が

ら
、
薄
闇
に
見
え
た
黄
金
色
の
仏
像
に
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
あ
り
が
た
い
も
の
だ
、
と
思
っ

た
が
、
仏
像
は
比
較
的
最
近
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
、
暗
く
し
て
い
る
の
は
実
は
お
堂
の

目
玉
で
あ
る
壁
画
の
退
色
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
た
明
代
に
描
か
れ
た
壁
画
は

六
百
年
も
の
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
我
々
の
目
に
鮮
や
か
に
写
っ
た
。
コ
の
字
型
の
お
堂

の
壁
中
の
絵
を
懐
中
電
灯
の
ぼ
う
と
し
た
明
か
り
が
あ
ち
こ
ち
ひ
ら
ひ
ら
と
飛
ぶ
の
が
、

蛍
の
よ
う
で
面
白
か
っ
た
が
、
ガ
イ
ド
の
説
明
が
始
ま
る
と
そ
れ
も
止
み
、
暗
闇
の
中
、

ガ
イ
ド
の
一
つ
の
懐
中
電
灯
の
明
か
り
を
皆
が
目
で
追
う
の
が
、
な
に
や
ら
古
代
じ
み
て

て
面
白
か
っ
た
。
長
年
働
い
て
い
る
彼
が
壁
画
に
つ
い
て
こ
う
言
っ
て
い
た
。
最
初
の
十

年
ほ
ど
は
あ
り
き
た
り
な
解
釈
し
か
持
て
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
仏
画
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

仏
教
の
こ
と
ば
か
り
で
解
釈
し
て
は
い
け
な
い
。」
と
道
教
の
専
門
家
に
言
わ
れ
、
道
教
の

影
響
に
つ
い
て
も
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
美
し
い
花
の
絵
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
見
て
く

れ
を
ば
か
り
見
て
い
て
は
い
け
な
い
。」
と
こ
れ
ま
た
漢
方
の
専
門
家
に
言
わ
れ
、
描
か

れ
て
い
る
植
物
の
効
用
に
つ
い
て
も
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
え
ら
い
和
尚
か
ら
は
「
ま

法海寺の暗闇の中にあった観音の絵 ( 複製 )。勿論本物は撮影禁止である。
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だ
目
に
見
え
る
絵
に
ば
か
り
囚
わ
れ
て
い
る
。」
と
叱
咤
さ
れ
た
が
、
最
近
こ
の
意
味
が
わ

か
っ
た
気
が
す
る
。
二
〇
歳
の
頃
か
ら
こ
こ
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
が
、
新
し
い
発
見
が

ま
だ
ま
だ
あ
り
、
発
見
す
る
た
び
に
ガ
イ
ド
と
し
て
皆
と
共
有
し
て
み
た
り
す
る
、
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
立
派
な
生
き
方
だ
と
思
っ
た
。

清
朝
の
都
で
も
あ
っ
た
北
京
だ
が
、
清
朝
の
歴
史
的
建
造
物
に
至
っ
て
は
、
紹
介
す
る

の
も
蛇
足
な
よ
う
な
気
が
す
る
。
故
宮
博
物
院
は
、
当
時
の
清
朝
の
紫
禁
城
だ
し
、
清
朝

末
期
か
ら
民
国
時
代
の
街
並
み
も
「
胡
同
」
と
し
て
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時

期
の
風
俗
は
中
国
で
も
な
か
な
か
に
独
特
な
も
の
だ
っ
た
ゆ
え
に
か
映
像
化
が
多
く
、
中

国
ド
ラ
マ
オ
タ
ク
な
私
に
と
っ
て
は
、
北
京
は
垂
涎
の
街
、
ど
こ
を
見
て
も
嬉
し
い
の
で

あ
る
。
そ
ん
な
数
あ
る
中
で
も
、
私
に
と
っ
て
印
象
的
な
清
朝
も
の
と
い
え
ば
「
紅
楼
夢
」

で
あ
り
、
あ
り
が
た
く
も
今
回
は
「
紅
楼
夢
」
に
接
す
る
機
会
も
得
ら
れ
た
。

と
い
っ
て
も
、
清
朝
も
の
の
ド
ラ
マ
セ
ッ
ト
を
見
た
り
、
作
者
曹
雪
芹
ゆ
か
り
の
地
に

行
っ
た
と
か
で
は
な
い
。「
紅
楼
夢
」
と
聞
か
さ
れ
て
入
っ
た
場
所
は
、
北
京
の
中
で
も
再

開
発
中
の
新
し
い
地
区
で
、
お
洒
落
な
カ
フ
ェ
や
最
新
鋭
の
施
設
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
い

る
中
の
一
軒
の
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
だ
っ
た
。
最
初
は
「
ど
う
見
て
も
場
違
い
だ
ろ
う
」
と
か

と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

 「
紅
楼
夢
」
は
中
国
四
大
奇
書
の
一
つ
だ
が
、同
じ
く
四
大
奇
書
の
「
三
国
志
演
義
」、「
水

滸
伝
」
や
「
西
遊
記
」
と
比
べ
る
と
日
本
で
の
知
名
度
は
イ
マ
イ
チ
で
あ
る
。
な
の
で
も

ち
ろ
ん
読
破
し
て
い
る
者
は
少
な
い
。
だ
が
、
講
演
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
荃
爰
先
生
い
わ

く
、
中
国
で
は
知
名
度
こ
そ
抜
群
の
も
の
、
や
は
り
読
破
し
て
い
る
人
は
少
な
い
ら
し
い
。

こ
の
言
葉
に
私
は
気
を
良
く
し
た
。
手
前
味
噌
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
大
学
生
で
読
破
し

て
い
る
者
は
そ
う
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
自
負
し
て
い
た
も
の
が
、
ま
さ
か
本
国
で
も
そ
う

だ
と
は
！
し
か
し
、
先
生
の
講
義
が
始
ま
る
と
同
時
に
私
は
絶
句
し
た
。
先
生
は
作
者
曹

雪
芹
の
生
い
立
ち
、
登
場
人
物
の
姓
や
名
の
掛
け
言
葉
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
挿
入
さ
れ
る

詩
の
解
釈
な
ど
か
ら
の
解
釈
を
講
じ
始
め
、
物
語
に
つ
い
て
は
ご
く
ご
く
一
部
し
か
触
れ

紅楼夢の授業を受けているところ。カフェの一角にこのような講義スペースも。
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我
々
が
日
本
で
学
ぶ
「
中
国
」
は
あ
く
ま
で
も
中
国
の
一
部
分
で
し
か
な
い
、
と
い
う
こ

と
が
今
回
の
北
京
研
修
で
知
れ
た
。
北
京
は
他
の
大
都
市
に
遜
色
の
な
い
現
代
都
市
だ
っ

た
。
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
貸
し
出
し
の
自
転
車
が
あ
り
、
老
若
男
女
み
な
ス
マ
ホ
を
片

手
に
歩
い
て
い
る
。
あ
の
古
き
良
き
故
宮
博
物
院
の
入
口
に
ま
る
で
出
国
時
に
す
る
よ
う

な
、
身
分
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
研
修
期
間
が
ち
ょ

う
ど
新
中
国70

周
年
を
祝
う
国
慶
節
間
近
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
夜
に
警
察
がT

シ
ャ

ツ
短
パ
ン
の
人
に
す
ら
職
質
を
す
る
。
中
秋
節
に
は
寺
院
は
自
撮
り
に
明
け
暮
れ
る
人
で

溢
れ
か
え
っ
て
い
た
…
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
に
も
京
劇
に
打
ち
込
む
少
年
少
女
、
京
劇

の
役
者
を
象
っ
た
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス
、
昆
曲
の
授
業
に
殺
到
す
る
人
々
の
姿
も
た
し
か
に
あ

る
。
そ
れ
ら
全
て
が
文
化
交
流
と
い
う
生
き
た
人
々
と
の
面
と
向
か
っ
た
交
流
で
あ
る
が

故
に
気
づ
け
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

故
宮
博
物
院
や
万
里
の
長
城
で
有
名
な
北
京
は
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
「
古
都
」
と

し
て
は
物
足
ら
な
い
街
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
法
海
寺
の
暗
闇
の
中
の
壁
画
の
よ
う
に
、

「
紅
楼
夢
」
に
隠
さ
れ
た
人
生
の
哲
学
の
よ
う
に
、
表
面
的
な
北
京
だ
け
で
は
見
え
に
く
い

も
の
が
隠
さ
れ
て
あ
っ
た
。
今
ま
で
に
あ
っ
た
歴
史
上
全
て
の
文
化
を
、
目
に
そ
の
ま
ま

に
と
ど
め
お
こ
う
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
残
っ
た
一
部
や
、
面
影
を

残
す
も
の
か
ら
微
か
な
香
り
を
楽
し
む
こ
と
は
出
来
よ
う
。
明
朝
に
ま
で
遡
る
中
華
帝
国

は
、
建
国70

周
年
を
祝
う
新
中
国
は
同
時
に
北
京
に
存
在
し
て
い
た
。
中
国
の
ど
こ
も
か

し
こ
も
が
開
発
を
遂
げ
る
時
代
だ
が
、
そ
れ
は
一
文
化
の
終
焉
で
は
決
し
て
な
く
、
過
ぎ

去
っ
て
い
っ
た
時
代
は
ま
る
で
地
層
の
よ
う
に
、
表
面
に
表
れ
ず
、
隠
れ
て
い
る
だ
け
だ

と
思
い
た
い
。
そ
ん
な
街
の
あ
り
方
を
体
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
北
京
は
「
新
し
い
古

都
」
で
も
、「
古
い
新
都
」
で
も
な
い
の
だ
。

法
海
寺
の
壁
画
を
単
に
仏
画
と
し
て
見
て
は
い
け
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、「
紅
楼
夢
」

と
い
う
物
語
文
学
を
単
な
る
作
り
話
と
し
て
解
釈
し
て
は
い
け
な
い
わ
け
で
は
な
い
よ
う

に
、
北
京
を
観
光
地
の
「
古
都
」
と
し
て
、
も
し
く
はG

D
P

世
界
二
位
の
国
の
「
新
都
」

ず
に
い
た
。

 
先
生
が
い
う
に
は
、
ま
ず
こ
の
話
は
「
情
」
の
物
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
情
か
ら
如
何

に
し
て
無
情
に
な
り
得
る
の
か
と
い
う
物
語
で
も
あ
る
。
情
と
い
う
も
の
は
厄
介
だ
。
情

に
万
事
任
せ
る
よ
う
に
な
る
と
人
間
扱
い
に
く
く
な
り
、
他
者
か
ら
も
敬
遠
さ
れ
る
。
か

と
い
っ
て
情
を
捨
て
よ
う
に
も
人
間
捨
て
き
れ
な
い
も
の
だ
。
主
人
公
の
賈
宝
玉
も
林
黛

玉
も
情
で
生
き
て
い
た
。
し
か
し
情
に
身
を
任
せ
す
ぎ
た
結
果
、
紆
余
曲
折
あ
り
、
悲
劇

が
生
ま
れ
る
。
彼
ら
は
情
を
激
し
く
動
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
無
情
に
至

る
。
つ
ま
り
、
究
極
ま
で
の
激
情
無
く
し
て
は
、
無
情
へ
と
は
発
展
し
な
い
の
だ
…
云
々
。

は
っ
き
り
い
っ
て
、
私
の
「
紅
楼
夢
」
に
対
す
る
価
値
観
は
一
変
し
た
。
当
初
か
ら
私

の
興
味
は
、
女
の
子
が
顔
を
洗
っ
た
水
で
自
分
も
ま
た
顔
を
洗
い
た
が
り
、
女
の
子
を
拝

み
倒
し
て
は
髪
を
結
っ
て
も
ら
う
女
好
き
な
賈
宝
玉
、す
ぐ
に「
死
ぬ
」と
言
い
出
し
た
り
、

泣
き
出
し
た
り
す
る
メ
ン
ヘ
ラ
な
林
黛
玉
な
ど
登
場
人
物
の
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ば
か
り

向
い
て
お
り
、
ま
た
訳
書
を
読
ん
だ
弊
害
か
詩
や
セ
リ
フ
の
言
い
回
し
に
よ
く
よ
く
注
目

し
て
読
ん
だ
た
め
し
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
何
よ
り
も
、
一
小
説
を
、
ま
る
で
哲
学
書
か

の
よ
う
に
語
り
、
そ
の
中
か
ら
人
生
観
を
引
き
出
す
、
と
い
う
こ
と
に
何
と
も
言
え
な
い

衝
撃
を
覚
え
た
。

今
回
の
北
京
研
修
は
驚
き
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
私
は
上
記
二
つ
の
行
き
先
を
特
に
紹

介
し
た
か
っ
た
。
そ
れ
は
勿
論
こ
れ
ら
二
つ
が
特
に
興
味
深
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

が
、
今
回
の
北
京
研
修
を
始
め
、
私
の
中
国
理
解
の
浅
さ
を
露
呈
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で

も
あ
っ
た
か
ら
だ
。

私
は
幼
少
か
ら
中
国
語
を
勉
強
し
て
い
た
と
は
い
え
、
中
国
滞
在
経
験
は
な
い
。
た
ま

に
旅
行
で
会
い
に
行
く
祖
母
に
向
か
っ
て
話
す
程
度
だ
。
だ
か
ら
中
国
語
は
身
に
染
み
付

い
た
言
語
で
は
あ
る
と
同
時
に
、
実
際
に
使
用
す
る
言
語
と
は
少
し
乖
離
し
た
印
象
を
受

け
る
も
の
だ
っ
た
。
特
に
幼
児
期
に
習
っ
た
漢
詩
や
中
高
時
代
の
漢
文
の
印
象
が
強
い
た

め
、
古
代
の
文
人
ば
か
り
が
私
に
と
っ
て
最
も
親
し
み
深
い
中
国
人
だ
っ
た
。
し
か
し
、
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と
し
て
見
る
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
多
く
の
目
線
で
見
れ
ば
よ
り
多
く

の
も
の
が
見
え
て
く
る
の
に
一
つ
の
観
点
に
固
執
し
て
い
て
は
勿
体
無
い
。
私
の
中
国
に

対
す
る
理
解
は
表
面
的
な
解
釈
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
群
盲
象
を
語
る
よ
う
に
、
私
は
中

国
の
一
部
分
一
部
分
を
触
っ
て
み
て
は
喜
ん
で
い
る
ば
か
り
で
い
た
。
そ
し
て
、
触
っ
た

一
部
分
一
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
考
え
、
本
来
連
綿
た
る
中
国
の
歴
史
や
風
俗
を
、
決

し
て
一
匹
の
大
き
な
象
と
し
て
の
解
釈
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
訪
問

し
た
北
京
は
ど
こ
か
し
こ
も
新
し
い
が
、
今
は
な
き
北
京
の
面
影
が
見
え
た
。
そ
れ
は
今

回
北
京
研
修
を
す
で
に
終
え
た
私
の
中
に
、
北
京
で
学
び
、
は
し
ゃ
い
だ
私
が
い
る
よ
う

に
、
前
面
に
は
出
て
い
な
い
が
存
在
し
て
い
る
の
と
似
て
い
る
。
古
さ
と
新
し
さ
は
北
京

に
混
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
っ
ち
の
街
角
は
新
し
く
、
も
う
一
方
は
古
い
と
い
う
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
本
当
に
存
在
し
て
い
る
の
だ
。

新中国 70 周年に沸く北京。市内は厳戒態勢だった。
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「
深
思
北
京
」
＝
「
深
思
人
生
」
？

今
回
の
北
京
研
修
の
参
加
者
に
は
各
々
目
的
が
あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
目
的
意
識
が
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
研
修
前
か
ら
、
研
修
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え

と
し
て
も
聞
か
さ
れ
て
い
た
し
、研
修
前
の
さ
ま
ざ
ま
な
下
準
備
、研
修
中
に
目
ま
ぐ
る
し
く
起
こ
る
色
々
な
出
来
事
へ
の
対
処
な
ど
か
ら
半
強
制
的
に
も
持
た
ざ
る
を
得
な
い
も
の
だ
っ

た
と
も
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
何
ら
か
の
意
志
や
目
標
を
持
ち
続
け
て
い
な
い
と
、
ふ
と
自
分
が
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
何
を
し
て
い
る
の
か
を
問
い
た
だ
さ
ざ
る
を
え
な
い
旅
だ
っ
た
。

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
わ
た
し
に
も
目
的
が
あ
っ
た
。
幼
い
頃
か
ら
中
国
語
を
学
ん
だ
身
と
し
て
は
、
来
年
に
就
職
を
控
え
た
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
中
国
と
の
交
流
を
保
ち
続
け
た
い
、
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
社
会
人
と
し
て
単
な
る
観
光
に
と
ど
ま
ら
な
い
交
流
を
持
つ
に
は
自
分
は
あ
ま
り
に
も
お
ぼ
ろ
げ
な
中
国
語
し
か
使
え
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う

な
、
よ
り
公
的
な
空
間
を
体
験
で
き
、
中
国
で
の
「
お
作
法
」
を
習
得
で
き
そ
う
な
も
の
を
選
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
「
お
作
法
」
を
私
が
身
に
つ
け
ら
れ
た
か
と
い
う
と
そ
う
と
は

言
え
な
く
、
何
も
実
り
が
な
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
が
、「
お
作
法
」
に
つ
い
て
は
身
に
つ
け
る
と
い
う
よ
り
か
は
、「
垣
間
見
た
」
く
ら
い
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

し
か
し
旅
の
途
中
か
ら
、
も
っ
と
深
く
中
国
人
の
生
活
に
入
っ
て
み
た
い
だ
と
か
、
も
っ
と
深
く
中
国
で
の
「
お
作
法
」
を
身
に
付
け
た
い
だ
と
か
、
そ
う
い
う
目
的
意
識
を
持
っ
て

臨
む
こ
と
に
違
和
感
も
抱
き
始
め
た
。
勿
論
そ
れ
を
果
た
す
こ
と
に
意
味
は
あ
る
が
、
中
国
に
行
き
、
こ
れ
は
興
味
深
い
、
あ
れ
も
面
白
い
、
な
ど
と
異
国
人
気
分
で
い
て
、
そ
れ
だ
け

で
腹
が
膨
れ
て
い
る
よ
う
で
は
、
仕
方
が
な
い
と
も
思
っ
た
。
相
手
は
中
国
人
で
、
我
々
は
日
本
人
で
あ
る
こ
と
は
違
い
な
い
。
言
語
が
違
え
ば
思
考
も
多
少
は
違
い
、
歴
史
や
風
俗
が

違
え
ば
思
考
は
大
き
く
違
う
。
し
か
し
、
そ
れ
も
結
局
は
と
て
も
表
面
的
な
こ
と
で
も
あ
る
と
知
っ
た
。
中
国
に
固
有
の
礼
儀
は
あ
れ
ど
、
こ
ち
ら
が
愛
想
よ
く
、
折
り
目
正
し
く
、
多

く
会
話
を
す
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
言
語
の
壁
が
あ
ろ
う
と
も
こ
ち
ら
が
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
り
、
隣
で
歩
い
た
り
、
写
真
を
取
り
合
っ
た
り
す
る
こ
と
の
方
が
重
要
な
の
で
は
な

い
か
。

こ
れ
は
勿
論
中
国
の
「
お
作
法
」
や
中
国
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
重
視
し
す
ぎ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ

る
。
そ
れ
ら
を
知
り
、
理
解
し
、
実
践
す
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
い
。
相
対
す
る
場
は
、
私
た
ち
が
ど
れ
だ
け
中
国
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
の
お
披
露
目

す
る
場
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
人
と
人
と
の
相
互
理
解
が
重
要
な
場
な
の
で
あ
る
。

旅
に
目
的
意
識
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
と
も
す
れ
ば
ど
こ
に
行
こ
う
と
も
携
帯
電
話
を
い
じ
り
続
け
る
こ
と
で1

日
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
し
た
い
！
と
い
う
目
的
は
重
要
だ
が
、
そ
れ
に
縛
ら
れ
て
も
い
け
な
い
。
も
っ
と
深
く
考
え
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
今
回
の
「
深
思
北
京
」
は
、
そ
い
う
意
味
で
は
私
の
「
深
思
人

生
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
増
田
夏
子
）
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北
京
の
伝
統
文
化
「
戏
剧
」

　
〜
俳
優
と
演
奏
員
・
観
客
・
研
究
者
〜

頃
安　
美
咲

一.

序
論
（
「
戏
剧
」
：
俳
優
と
演
奏
員
・
観
客
・
研
究
者
の
三
者
に
お
け
る
人
口
不
足
）

二
〇
一
九
年
度
の
深
思
北
京
研
修
は
幸
運
な
こ
と
に
、
中
国
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
で
あ
る
中
秋
節
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
中
秋
節
の
節
食
と
し
て
月
餅
、
新
酒
や

新
果
が
挙
げ
ら
れ
、
現
代
で
は
家
族
の
団
欒
を
願
う
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る(

曺, 

二
〇
一
〇)

。
私
た
ち
も
こ
の
中
秋
節
の
晩
餐
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
京
劇
の
鑑

賞
と
と
も
に
節
日
の
慣
習
を
経
験
す
る
こ
と
が
叶
っ
た
。
こ
の
盛
大
な
晩
餐
会
を
含
め
、

一
週
間
を
通
じ
て
私
た
ち
が
様
々
な
方
と
談
話
す
る
機
会
が
多
々
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
現

地
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
や
学
生
の
話
を
聞
い
て
見
え
て
き
た
の
が
「
戏
剧
」
を
取
り
巻
く

状
況
だ
っ
た
。
実
際
に
地
方
劇
の
視
察
を
し
た
北
京
大
学
の
学
生
に
よ
る
発
表
を
通
じ
て

「
地
方
劇
の
研
究
者
の
重
要
性
」
を
感
じ
た
。
そ
の
日
の
夕
方
、
北
京
大
学
で
昆
劇
役
者

に
よ
る
公
開
授
業
に
参
加
し
た
際
に
は
、
語
っ
て
く
れ
た
役
者
の
方
が
幾
度
と
な
く
「
今

日
は
若
者
が
多
く
来
て
く
れ
て
嬉
し
い
」
と
仰
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
若
者
の

伝
統
文
化
離
れ
は
北
京
で
も
起
き
て
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。
観
客
サ
イ
ド
の
若
者
離
れ
を

感
じ
た
一
方
で
、
私
た
ち
が
実
際
に
鑑
賞
し
た
劇
の
中
に
は
学
生
に
よ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

彼
ら
が
い
か
に
し
て
京
劇
の
舞
台
を
選
ん
だ
か
に
つ
い
て
私
が
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
経
済
的

に
裕
福
な
家
庭
で
あ
れ
ば
、
子
供
達
に
こ
の
よ
う
な
苦
労
ま
で
さ
せ
て
京
劇
に
携
わ
ら
せ

る
こ
と
を
選
択
は
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
回
答
を
得
ら
れ
た
。
こ
の
正
鵠
を
射
た
意
見

を
聞
い
て
、
俳
優
と
演
奏
員
の
養
成
制
度
も
「
戏
剧
」
の
存
続
と
発
展
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
を
感
じ
た
。
こ
れ
ら
北
京
研
修
で
見
聞
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
俳
優
と
演
奏

員
・
観
客
・
研
究
者
の
三
者
に
お
け
る
人
口
不
足
が
「
戏
剧
」
の
直
面
す
る
課
題
だ
と
認

識
し
た
。

中
秋
節
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
こ
の
上
な
く
盛
り
上
げ
た
「
戏
剧
」
が
今
後
と
も
発
展
し

て
い
く
こ
と
に
寄
与
す
べ
く
、
本
論
に
お
い
て
は
、
現
地
で
の
経
験
を
織
り
交
ぜ
て
、「
戏

剧
」
の
直
面
す
る
課
題
と
そ
の
取
り
得
る
解
決
策
を
提
示
し
て
い
く
。

「戏剧」の舞台の様子。
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二.
本
論
（
課
題
と
解
決
策
）

本
論
文
に
お
い
て
「
戏
剧
」
は
深
思
北
京
研
修
で
触
れ
た
京
劇
と
昆
劇
、
そ
の
他
地
方

劇
の
共
通
す
る
と
こ
ろ
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
す
る
。
京
劇
は
、「
中
国
の
代
表
的
な
古

典
劇
」
で
あ
り
、「
北
京
を
中
心
に
発
展
し
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
で
よ
ば
れ
」
て
い
る(

城

谷, 

二
〇
〇
八)
。
清
代
に
安
徽
省
の
劇
団
で
あ
る
徽
班
と
湖
北
省
の
地
方
劇
で
あ
る
漢
劇

が
融
合
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る(

川
島, 

二
〇
一
六
。
ま
た
、昆
劇
に
関
し
て
は
、「
十
四

世
紀
半
ば
、
江
蘇
省
蘇
州
市
の
東
部
の
崑
山
で
誕
生
し
た
地
方
劇
」
で
あ
り
、「
な
め
ら

か
で
優
美
な
旋
律
と
、
文
学
的
に
洗
練
さ
れ
た
脚
本
の
魅
力
に
よ
っ
て
、
全
国
的
な
文
人

階
級
の
演
劇
」
で
あ
る
と
さ
れ
る(
加
藤, 

二
〇
〇
九, 

一
三
頁)

。
四
川
省
の
川
劇
や
桂

林
市
の
桂
劇
に
つ
い
て
も
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
地
方
劇
の
抱
え
る
問
題
は
地

方
劇
特
有
の
も
の
を
含
む
。
地
方
劇
は
、
地
域
に
深
く
根
付
い
た
「
戏
剧
」
で
あ
り
、
方

言
語
彙
を
多
用
し
て
い
る
た
め
、
若
者
に
と
っ
て
は
一
層
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る(
川
島, 

二
〇
一
六)

。

「
戏
剧
」
の
未
来
を
捉
え
る
に
当
た
っ
て
、
当
事
者
と
な
る
俳
優
と
演
奏
員
・
観
客
・

研
究
者
の
三
者
の
視
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
解
決
策
を
述
べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二-

一.

俳
優
と
演
奏
員

ま
ず
「
戏
剧
」
の
俳
優
と
演
奏
員
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
研
修
で
演
じ
て
く
れ
た
若

手
の
俳
優
と
演
奏
員
は
中
国
戯
曲
学
院
付
中
、
北
京
京
劇
院
優
秀
青
年
に
所
属
す
る
方
々

だ
っ
た
。
中
に
は
二
十
一
世
紀
生
ま
れ
の
子
ど
も
も
含
ま
れ
、「
戏
剧
」
の
明
る
い
未
来
が

期
待
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
近
年
中
国
に
お
い
て
日
本
の
後
を
追
う
か
の
よ
う
に
し
て

社
会
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
の
が
少
子
高
齢
化
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
文
部

科
学
省(

二
〇
一
五)

が
平
成26

年
度
の
文
部
科
学
白
書
の
特
集
に
お
い
て
、「
人
口
減

少
社
会
が
到
来
し
、
特
に
地
方
に
お
い
て
は
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
等
の
影
響
、
都
市
部

に
お
い
て
も
単
身
世
帯
の
増
加
等
の
影
響
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
と
文
化

芸
術
の
担
い
手
不
足
」
へ
の
懸
念
を
提
示
し
て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
の

影
響
が
「
戏
剧
」
の
領
域
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
及
ぶ
と
考
え
る
。

「
戏
剧
」
の
直
面
す
る
担
い
手
不
足
と
い
う
課
題
に
対
し
て
以
下
の
２
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
提
案
し
た
い
。
①
俳
優
と
演
奏
員
の
伝
統
演
劇
養
成
機
関
の
見
直
し
②
高
齢
者
の
役

割
の
再
確
認
、
の
二
つ
で
あ
る
。

①
俳
優
と
演
奏
員
の
伝
統
演
劇
養
成
機
関
の
見
直
し

中
国
戯
曲
学
院
を
始
め
と
す
る
教
育
機
関
の
概
要
を
把
握
す
る
。
中
国
伝
統
演
劇
の
伝

承
教
育
は
、
中
華
民
国
期
ご
ろ
ま
で
は
徒
弟
教
育
と
い
う
形
が
と
ら
れ
て
い
た(

有
澤, 

二
〇
〇
三)

。
現
在
で
は
、
京
劇
の
俳
優
は
、
子
供
の
頃
か
ら
一
定
の
役
柄
を
専
門
的
に

学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
お
り(

魯, 

二
〇
一
二)

、
俳
優
と
演
奏
員
は
と
も
に
十
歳
前
後
で
専

門
の
学
校
に
入
り
、
教
養
と
し
て
の
京
劇
の
知
識
と
実
演
の
双
方
を
学
び
、
全
寮
制
の
生

活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

陝
西
省
西
安
市
の
秦
腔
と
い
う
地
方
劇
の
養
成
機
関
に
着
目
し
た
清
水(

二
〇
〇
七)

に
よ
れ
ば
、
当
機
関
に
は
「
生
活
指
導
系
」
の
教
師
が
お
り
、
彼
ら
が
「
生
徒
に
金
を
貸

す
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
な
か
に
貧
農
の
出
身
者
が
か
な
り
い
る
ら
し
い
こ
と
」
が
分
か
る
。

養
成
機
関
に
通
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
経
済
的
援
助
と
し
て
奨
学
金
制
度
の
充
実
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

②
高
齢
者
の
役
割
の
再
確
認

少
子
高
齢
化
は
経
済
に
与
え
る
負
の
側
面
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
子
供
の
数
を
増
や
し
、

増
加
す
る
高
齢
者
へ
の
対
応
を
考
え
る
場
合
が
多
い
。
今
回
の
研
修
で
訪
れ
た
北
京
市
に

お
け
る
高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
北
京
市
老
齢
事
業
発
展
・
養
老
体
系
建
白
書(

二
〇
一
八, 

四
頁)

に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
七
年
の
北
京
市
の
戸
籍
を
持
つ
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が

二
一
九.

八
万
人
と
な
り
、
北
京
市
の
戸
籍
を
持
つ
人
口
の
一
六.

二%

を
占
め
る
。
す

で
に
高
齢
化
率
が14%
を
超
え
て
お
り
、
北
京
市
は
高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
駄
田
井(

二
〇
一
〇)

は
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

経
済
力
で
は
な
く
文
化
力
に
着
目
し
、
文
化
力
を
向
上
す
る
た
め
の
高
齢
者
の
役
割
と
し

て
人
生
経
験
の
伝
達
と
伝
統
的
生
活
文
化
の
継
承
を
挙
げ
て
い
る
。
高
齢
と
な
っ
た
俳
優

や
演
奏
員
に
限
っ
て
言
え
ば
、
彼
ら
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
伝
統
演

劇
学
校
の
学
生
た
ち
に
語
り
継
ぐ
こ
と
だ
と
考
え
る
。
北
京
大
学
の
公
開
授
業
を
し
た
二

名
の
俳
優
は
「
戏
剧
」
の
教
育
過
程
に
あ
る
者
に
と
っ
て
大
先
輩
に
あ
た
り
、
二
名
の
伝

統
演
劇
学
校
で
の
経
験
談
は
学
生
た
ち
へ
の
叱
咤
激
励
に
貢
献
で
き
る
だ
ろ
う
。

二-

二.

観
客

次
に
「
戏
剧
」
の
観
客
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
観
客
の
中
で
も
若
者
に
焦
点
を
当
て
、

い
か
に
し
て
若
い
世
代
の
観
客
を
増
や
す
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

「
好
！
」
と
い
う
喝
采
と
拍
手
を
時
折
混
ぜ
な
が
ら
、
鑑
賞
を
楽
し
む
観
客
に
若
者
が

少
な
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
川
島(
二
〇
一
六)

は
「
目
覚
ま

し
い
技
術
革
新
に
よ
っ
て
無
数
の
視
聴
覚
娯
楽
が
世
に
溢
れ
、
こ
れ
が
大
多
数
の
若
者
の

支
持
を
集
め
る
一
方
、
古
色
蒼
然
た
る
伝
統
地
方
劇
に
対
す
る
若
年
層
の
興
味
は
確
実
に

低
下
し
つ
つ
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
京
劇
、
昆
劇
に
お
い
て
も
同
様
だ
と
言

え
よ
う
。

ま
た
、
鄭(

二
〇
一
四)

は
昆
曲
が
若
者
に
と
っ
て
廃
れ
た
も
の
だ
と
捉
え
ら
れ
る
こ

と
に
危
機
感
を
覚
え
、「
让
大
学
生
与
中
学
生
有
起
码
的
接
触
，
让
他
们
对
中
国
文
化
传
统

的
表
演
艺
术
有
点
认
识
」
と
述
べ
、
若
者
た
ち
が
中
国
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
重

要
性
を
訴
え
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
若
者
た
ち
が
「
戏
剧
」
に
触
れ
る
機
会
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
若
者
た

ち
が
「
戏
剧
」
を
始
め
と
す
る
伝
統
文
化
に
関
心
を
も
つ
こ
と
を
促
す
べ
く
、
中
国
教
育

部
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
学
校
の
授
業
に
京
劇
を
導
入
す
る
試
み
を
実
施
し
て
い
る(

祝
斌, 

二
〇
〇
九)

。
対
象
都
市
は
、
北
京
、
天
津
、
上
海
な
ど
の
十
都
市
で
あ
り
、「
北
京
市
内

だ
け
で
、
高
校
、
小
学
校
二
十
校
に
十
五
作
の
演
目
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。

「
戏
剧
」
に
触
れ
る
機
会
は
あ
っ
て
も
そ
の
後
の
人
生
で
興
味
が
薄
れ
て
い
く
若
者
が
少
な

く
な
い
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
若
者
の
関
心
を
引
き
つ
け
、
若
年
層
の
観
客
を
増
加
さ
せ

る
た
め
の
解
決
策
を
講
じ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
い
う
若
者
は
楊
雲
玉(

二
〇
〇
八, 

九
頁)

の
著
書
『
青
年
族
群
對
傳
統
戲
曲
「
京
劇
」
的
觀
賞
行
為
』
に
提
示
さ
れ
る
中
華

人
民
共
和
国
に
お
け
る
定
義
の
上
限
下
限
年
齢
に
倣
い
、
十
四
歳
〜
二
十
八
歳
前
後
を
想

定
す
る
。
若
者
と
い
っ
て
も
個
々
人
の
関
心
領
域
は
異
な
り
、「
戏
剧
」
に
対
す
る
理
解
度

も
千
差
万
別
で
あ
り
、
十
把
一
絡
げ
に
捉
え
て
彼
ら
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
察
す
る
の
は

適
当
で
な
い
。
こ
こ
で
は
、
若
者
の
中
で
も
「
戏
剧
」
に
あ
る
程
度
以
上
の
関
心
を
持
つ

者
と
全
く
無
関
心
な
者
の
二
分
類
と
す
る
。
前
者
に
対
し
て
は
①
「
戏
剧
」
を
観
る
方
法

を
提
示
し
、
後
者
に
対
し
て
は
②
「
戏
剧
」
を
知
る
方
法
を
考
案
す
る
。

「戏剧」を楽しむ様子。
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①
「
戏
剧
」
を
観
る
方
法

ま
ず
、
あ
る
程
度
の
興
味
は
あ
る
も
の
の
、
観
客
と
し
て
「
戏
剧
」
を
鑑
賞
で
き
て
い

な
い
若
者
層
の
現
状
に
つ
い
て
、「
戏
剧
」
を
観
る
た
め
の
要
素
と
な
る
、
チ
ケ
ッ
ト
料

金
と
上
演
時
間
と
場
所
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
。
ま
ず
チ
ケ
ッ
ト
料
金
に
つ

い
て
は
、
梨
園
劇
場
を
例
に
挙
げ
る
と
、
座
席
に
よ
り
価
格
に
幅
も
あ
る
が
、
二
〇
〇~

五
八
〇
元
と
な
っ
て
い
る
。
割
引
価
格
が
適
用
さ
れ
れ
ば
最
安
八
〇
元
で
購
入
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
っ
て
い
る(
北
京
梨
園
劇
場, 

二
〇
一
九)

。
一
方
、
北
京
市
内
の
平
均
収
入

は
日
本
貿
易
振
興
機
構(

二
〇
一
八
）
に
よ
れ
ば
、「
都
市
部
の
非
私
営
企
業
（
国
有
企

業
、
株
式
会
社
、
外
資
系
企
業
な
ど
）
の
従
業
員
の
年
間
平
均
賃
金
は
十
三
万
一
七
〇
〇

元
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、二
〇
一
七
年
の
日
本
の
民
間
給
与
平
均
が
四
三
二
万
円(

国

税
庁, 

二
〇
一
八)

に
対
し
て
歌
舞
伎
の
座
席
料
金
が
三
階
Ｂ
席
で
四
〇
〇
〇
円(

チ
ケ
ッ

トweb

松
竹, 

二
〇
一
九)

で
あ
る
。
以
上
の
数
値
デ
ー
タ
か
ら
日
本
で
の
歌
舞
伎
と
北

京
で
の
京
劇
鑑
賞
に
か
か
る
費
用
と
を
比
較
す
る
と
、
京
劇
鑑
賞
の
た
め
の
チ
ケ
ッ
ト
は

割
安
だ
と
判
断
で
き
る
。
さ
ら
に
、
上
映
時
間
帯
に
も
考
慮
し
た
い
。
再
び
梨
園
劇
場
を

例
に
挙
げ
る
と
、
毎
晩
九
時
三
〇
分
か
ら
八
時
四
〇
分
と
な
っ
て
お
り(
北
京
梨
園
劇
場, 

二
〇
一
九)

、
夜
に
講
義
の
あ
る
学
生
や
残
業
す
る
社
会
人
を
除
け
ば
鑑
賞
可
能
な
時
間

帯
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
場
所
に
関
し
て
は
京
劇
の
専
門
劇
場
と
し
て
、(
先
ほ
ど

例
に
出
し
た)

「
梨
園
劇
場
」
を
始
め
、「
梅
蘭
芳
大
劇
院
、
国
家
大
劇
院
、
長
安
大
劇
院
、

湖
広
会
館
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
北
京
市
内
に
関
し
て
は
観
劇
す
る
場
所
に
は
困
ら
な
い

(

魯, 

二
〇
一
九)

。

チ
ケ
ッ
ト
料
金
と
上
演
時
間
と
場
所
と
い
う
三
つ
の
側
面
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
と

り
わ
け
若
者
た
ち
が
観
る
環
境
の
阻
害
要
因
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
で
は
、
彼
ら
が
鑑

賞
に
対
し
て
よ
り
気
軽
さ
を
求
め
て
い
る
と
す
る
と
、TV

等
の
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
を
一

層
進
め
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
現
在CCTV11(

二
〇
一
九)

の
番
組
表
ペ
ー
ジ

に
お
い
て「
回
看
」の
ボ
タ
ン
か
ら
ウ
ェ
ブ
上
で
無
料
視
聴
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ウ
ェ

ブ
で
の
鑑
賞
はTV

広
告
を
飛
ば
す
こ
と
は
で
き
ず
、
も
ち
ろ
ん
生
で
観
劇
す
る
こ
と
の

足
元
に
も
及
ば
な
い
が
、
時
間
や
場
所
に
縛
ら
れ
ず
鑑
賞
が
で
き
る
と
い
う
点
で
若
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
だ
と
い
え
る
。

学生との交流の様子。
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以
上
に
述
べ
た
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
ウ
ェ
ブ
視
聴
は
全
て
の
番
組
で
対
応

可
能
と
な
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
若
者
に
と
っ
て
は
ど
の
時
間
帯
の
録
画
を
鑑
賞
す
べ
き

か
判
断
し
か
ね
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
若
者
に
対
す

る
お
す
す
め
度
合
い
の
表
示
を
す
る
こ
と
で
彼
ら
の
効
率
的
な
視
聴
を
可
能
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

②
「
戏
剧
」
を
知
る
方
法

他
方
で
、「
戏
剧
」
に
つ
い
て
は
学
校
等
で
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
も
そ

も
関
心
が
な
く
鑑
賞
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
若
者
層
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

は
内
容
面
の
伝
達
方
法
の
改
革
を
提
案
し
た
い
。
今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、「
戏
剧
」
の
奥

ゆ
か
し
さ
を
鑑
賞
す
る
た
め
に
は
事
前
知
識
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
言
語
的
な
障
壁
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
古
典
文
学
や
楽
器
へ
の
自
分
の
理
解
不
足
が
「
戏
剧
」
の
面
白
さ
を

半
減
さ
せ
て
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。
自
分
の
率
直
な
感
想
を
現
地
の
方
に
伝
え

た
と
こ
ろ
、「
芸
術
を
楽
し
む
た
め
に
事
前
に
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
非
合

理
だ
。
あ
り
の
ま
ま
で
味
わ
っ
た
上
で
学
ん
で
い
け
ば
良
い
」
と
仰
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

伝
統
芸
術
と
し
て
の
魅
力
以
前
に
、
上
演
さ
れ
る
物
語
の
内
容
自
体
が
若
者
の
関
心
を
引

き
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
歴
史
あ
る
伝
統
文
化
を
前
に
身
構
え
て

し
ま
う
若
者
と
の
間
に
生
じ
て
い
る
垣
根
を
超
え
る
べ
く
取
り
う
る
手
段
と
し
て
、
若
者

文
化
へ
譲
歩
す
る
こ
と
も
得
策
だ
と
考
え
る
。
映
画
宣
伝
広
告
を
模
倣
し
た
宣
伝
を
し
、

「
戏
剧
」の
上
映
ス
ト
ー
リ
ー
を
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
ま
と
め
た
も
の
を
添
え
る
。
ま
た
、

多
く
の
若
者
が
追
っ
て
い
る
ア
イ
ド
ル
と
「
戏
剧
」
で
の
役
者
が
同
じ
類
の
存
在
へ
と
変

容
さ
せ
る
方
法
も
あ
る
と
考
え
る
。
舞
台
で
の
役
者
の
姿
と
普
段
の
姿
と
を
公
開
す
る
こ

と
で
、若
者
の
観
る
ド
ラ
マ
に
近
い
形
の
存
在
と
な
れ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、無
関
心
だ
っ

た
若
者
を
一
度
「
戏
剧
」
の
世
界
に
引
き
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に

ウ
ェ
ブ
視
聴
の
改
善
ア
プ
ロ
ー
チ
で
彼
ら
の
関
心
を
継
続
さ
せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
移
行

す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
る
。

二-

三.

研
究
者

最
後
に
「
戏
剧
」
の
研
究
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
伝
統
文
化
の
継
続
と
発
展
の
た
め

に
研
究
者
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
が
、
研
究
員
不
足
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
だ
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
、
大
学
で
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、「
戏
剧
」
に
貢
献
す
べ
く
研
究
体
制
を
い
か

に
し
て
拡
大
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

①
国
内
外
の
大
学
で
「
戏
剧
」
課
程
の
設
置

北
京
大
学
で
は
「
経
典
昆
曲
欣
賞
」
と
い
う
授
業
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
授
業
の

内
容
に
つ
い
て
、
叶
朗
・
湯
旭
梅(

二
〇
一
四)

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
本
授
業
は

二
つ
の
要
素
か
ら
な
っ
て
お
り
、
一
つ
は
中
国
芸
術
、
中
国
美
学
と
中
国
戏
剧
の
観
点
か

ら
の
紹
介
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
白
先
勇
ら
が
新
し
く
創
造
し
た
「
牡
丹
亭
」
の
読
解

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
戏
剧
」
課
程
が
大
学
で
正
式
に
設
置
さ
れ
て
い
る
例
は
い
ま
だ

に
稀
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
海
外
の
大
学
で
同
様
の
授
業
や
研
究
過
程
を
導
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

す
で
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
ビ
ン
ガ
ム
ト
ン
大
学
で
は
「
京
劇
の
孔
子
機
関
」
と

い
うN

PO

が
あ
り
、
こ
の
期
間
は
ビ
ン
ガ
ム
ト
ン
大
学
に
て
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
開
催
し
て
い
る(Bingham

ton U
niversity Confucius Institute of Chinese 

O
pera, 

二
〇
一
九
）。
こ
の
よ
う
に
海
外
へ
も
「
戏
剧
」
過
程
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
一

人
で
も
多
く
の
研
究
者
が
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

②
研
究
者
・
俳
優
と
演
奏
員
間
交
流
の
活
性
化

人
民
大
学
で
受
講
し
た
講
義
の
一
つ
で
先
生
は
「
役
に
立
た
な
い
文
学
を
な
ぜ
学
ぶ
の

か
」
と
学
生
に
問
い
か
け
て
い
た
。
吉
見(

二
〇
一
六)

は
、「
役
に
立
つ
」
と
い
う
の
は

手
段
的
有
用
性
の
次
元
と
価
値
創
造
性
の
次
元
が
あ
り
、
文
系
の
知
と
い
う
の
は
長
期
的

に
役
に
立
つ
も
の
だ
と
し
て
い
る
。「
戏
剧
」
の
研
究
も
「
戏
剧
」
と
い
う
伝
統
を
支
え
る

上
で
そ
の
有
用
性
は
長
い
目
で
見
て
判
断
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。
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し
か
し
な
が
ら
研
究
に
は
長
い
時
間
を
要
す
る
が
ゆ
え
に
結
果
が
見
え
に
く
い
と
こ
ろ

も
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
研
究
の
道
を
選
ぶ
学
生
が
多
く
は
な
い
の
も
事
実
だ
。
人
民

大
学
で
出
会
っ
た
文
学
を
専
攻
す
る
大
学
院
二
年
生
の
学
生
の
話
に
よ
れ
ば
、
難
易
度
が

高
ま
る
と
と
も
に
研
究
結
果
を
で
き
る
限
り
早
く
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
を
苦
手

に
感
じ
、
卒
業
後
は
博
士
課
程
へ
と
は
進
ま
ず
に
就
職
の
道
を
選
ぶ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
研
究
に
対
す
る
や
り
が
い
や
「
役
に
立
つ
」
実
感

が
得
ら
れ
る
体
制
は
重
要
だ
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、「
戏
剧
」
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
俳
優
と
演
奏
員
ら
と
研
究
者
ら
の
間
で
の

交
流
の
機
会
を
よ
り
多
く
設
け
る
こ
と
で
、
研
究
者
サ
イ
ド
に
と
っ
て
も
実
態
や
成
果
を

目
に
見
え
る
形
で
捉
え
ら
れ
る
制
度
に
し
た
い
。
今
回
の
研
修
で
は
、
晩
餐
会
等
を
通
じ

て
双
方
が
同
席
す
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
若
手
研
究
者
に
も
同
様
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
を
願
う
。

三.

結
論以

上
「
戏
剧
」
の
課
題
と
解
決
策
に
つ
い
て
、
俳
優
と
演
奏
員
・
観
客
・
研
究
者
の
三

者
の
立
場
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
ま
ず
、
俳
優
と
演
奏
員
に
関
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
担
い
手
不
足
と
い
う
困
難
に
直
面
す
る
中
で
も
、「
戏
剧
」
伝
統
演
劇
養
成
学
校
の
見

直
し
と
高
齢
者
の
役
割
に
活
路
を
見
出
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
次
に
、
観
客
に
関
し
て
は
、

若
者
層
に
着
目
し
、「
戏
剧
」
を
観
る
方
法
と
知
る
方
法
の
双
方
で
の
改
善
策
を
提
示
し
た
。

最
後
に
研
究
者
に
関
し
て
は
、
国
内
外
で
研
究
機
関
設
置
を
す
る
と
と
も
に
、
研
究
者
が

「
役
に
立
つ
」
学
問
で
あ
る
と
の
実
感
を
深
め
ら
れ
る
べ
く
、
俳
優
と
演
奏
員
と
の
交
流
機

会
の
促
進
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

大
阪
万
博「
太
陽
の
塔
」の
制
作
者
で
も
あ
っ
た
岡
本(

二
〇
一
一, 

四
三
二
頁)

は
、「
伝

統
な
し
の
創
造
は
な
い
。
し
か
し
ま
た
創
造
ぬ
き
の
伝
統
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
中

秋
節
の
時
期
に
私
た
ち
研
修
生
が
出
会
っ
た
「
戏
剧
」
と
い
う
北
京
な
い
し
中
国
の
伝
統

に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
繁
栄
し
続
け
る
た
め
に
、
俳
優
と
演
奏
員
・
観
客
・
研
究
者
の
三

者
に
お
い
て
創
造
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
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お
茶
屋
の
お
ば
さ
ん

﹃
那
么
，
你
们
这
一
周
都
玩
儿
的
怎
么
样
？
﹄

最
終
日
の
自
由
行
動
で
出
会
っ
た
お
茶
屋
の
お
ば
さ
ん
に
聞
か
れ
た
。
北
京
馬
連
道
茶
城
の
中
で
お
茶
を
淹
れ
て
く
れ
た
お
ば
さ
ん
だ
。

﹃
我
们
去
了
北
大
，
人
大
等
等
，，，﹄

少
し
答
え
に
詰
ま
っ
て
い
る
と
お
ば
さ
ん
は
立
て
続
け
に
北
京
の
観
光
地
を
挙
げ
て
聞
い
た
。

﹃
长
城
去
了
吗
？
﹄﹃
没
有
﹄

﹃
颐
和
园
呢
？
﹄﹃
也
没
有
﹄

﹃
圆
明
园
去
了
吧
？
﹄﹃
那
儿
也
没
去
﹄

お
ば
さ
ん
は
苦
笑
し
な
が
ら
﹃
你
们
到
底
都
去
了
哪
儿
呢
？
？
﹄

不
思
議
が
る
の
も
当
然
だ
。
私
た
ち
は
観
光
に
来
た
の
で
は
な
く
深
思
北
京
―
北
京
を
深
く
思
考
す
べ
く
訪
問
し
た
の
だ
か
ら
。

今
回
の
訪
問
を
通
じ
て
、
私
は
長
年
の
自
分
の
問
い
に
対
す
る
新
し
い
回
答
を
得
た
。
そ
の
問
い
と
は
「
な
ぜ
中
国
に
つ
い
て
学
ぶ
の
か
」
で
あ
る
。
小
さ
い
頃
か
ら
ず
っ
と
母
親
が

中
国
出
身
だ
か
ら
、
親
戚
に
中
国
人
が
い
る
か
ら
中
国
の
こ
と
を
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
中
国
語
も
自
然
と
身
に
つ
い
た
面
も
な
い
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
や
は

り
他
人
か
ら
見
れ
ば
出
来
て
当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ
か
ね
な
い
か
ら
勉
強
し
て
い
る
自
分
が
い
た
と
思
う
。
中
国
の
年
間
行
事
や
伝
統
文
化
、
食
事
や
方
言
な
ど
も
生
半
可
な
知
識
し
か

も
っ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
満
足
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

人
民
大
学
で
受
け
た
授
業
の
一
つ
で
先
生
が
こ
の
よ
う
に
生
徒
に
尋
ね
て
い
た
。『
为
什
么
我
们
要
学
文
学
呢
？
』
私
た
ち
が
訪
問
し
た
の
は
九
月
の
始
め
。
新
学
期
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

授
業
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
ず
は
学
ぶ
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
か
ら
授
業
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
。
私
が
直
面
し
て
い
た
質
問
は
「(

中
国
の)

文
学
」
以
前
に
「
中
国
」
そ

の
も
の
だ
っ
た
。

学
ぶ
理
由
に
対
し
て
私
が
今
回
新
し
く
得
ら
れ
た
回
答
は
単
刀
直
入
に
言
っ
て
、「
純
粋
に
中
国
が
好
き
だ
か
ら
」
だ
。
厳
し
く
指
導
さ
れ
た
書
道
も
中
国
の
書
道
を
学
ぶ
貴
重
な
経

験
と
な
っ
た
。
生
け
花
も
中
秋
節
ら
し
く
、
夜
空
に
浮
か
ぶ
月
か
ら
兎
が
飛
び
出
す
情
景
を
な
ぞ
ら
え
た
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
京
劇
等
に
対
し
て
はCCTV11

チ
ャ
ン
ネ
ル

で
い
つ
も
上
映
さ
れ
て
い
る
印
象
が
深
か
っ
た
が
、
実
際
に
演
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
や
研
究
さ
れ
て
い
る
方
に
直
接
お
会
い
し
て
お
話
も
で
き
、
み
な
さ
ん
が
熱
い
想
い
を
持
っ
て
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
学
べ
た
。
劇
の
内
容
を
教
え
て
頂
い
て
か
ら
は
、
内
容
自
体
に
も
面
白
さ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
紅
楼
夢
の
諧
音
を
も
っ
と
知
る
べ
く
、
早
速
本
を
購
入
し
て
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読
み
始
め
る
と
い
う
行
動
力
を
発
揮
で
き
た
の
も
先
生
の
講
義
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
。

北
京
の
文
化
を
思
う
存
分
学
ぶ
こ
と
の
で
き
た
こ
の
一
週
間
を
通
じ
て
、
自
分
が
日
本
と
中
国
の
ハ
ー
フ
に
生
ま
れ
た
と
い
う
偶
然
は
、
私
に
中
国
に
関
心
を
持
た
せ
る
き
っ
か
け
と

は
な
っ
た
が
、
中
国
を
好
き
に
な
っ
た
の
は
他
で
も
な
い
私
自
身
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
一
週
間
、
先
生
方
を
始
め
、
友
人
や
現
地
で
出
会
っ
た
様
々
な
方
々
に
支
え
ら
れ
て
本
当

に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
同
時
に
、
深
思
北
京
は
北
京
だ
け
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
に
戻
っ
た
今
も
続
く
こ
と
を
こ
こ
に
記
す
。
素
人
レ
ベ
ル
の
知
識

を
少
し
で
も
精
通
し
た
も
の
へ
発
展
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
中
国
語
で
中
国
を
学
ぶ
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
。

冒
頭
の
お
茶
屋
の
お
ば
さ
ん
と
の
会
話
に
は
続
き
が
あ
る
。

﹃
没
事
儿
，
北
京
和
东
京
这
么
近
，
肯
定
有
机
会
再
来
︒
下
次
再
到
这
次
没
去
的
地
方
也
行
︒﹄

﹃
是
的
︒﹄

お
ば
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
入
れ
な
が
ら
も
、
次
回
も
ま
た
メ
ジ
ャ
ー
な
北
京
観
光
地
は
行
き
逃
す
よ
う
な
予
感
が
す
で
に
し
て
い
た
。
北
京
の
人
々
の
日
常
の
生
活
か
ら
読
み

取
れ
る
背
後
に
あ
る
歴
史
や
文
化
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
々
あ
る
。
観
光
地
に
行
く
時
間
の
余
裕
が
あ
る
と
は
到
底
思
え
な
か
っ
た
の
だ
。

﹃
日
本
也
过
中
秋
节
吗
？
给
你
月
饼
︒
吃
吧
︒﹄

こ
の
月
餅
は
こ
こ
一
週
間
で
頂
い
た
中
で
何
個
目
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
頂
い
た
ま
ん
丸
の
月
餅
を
見
つ
め
な
が
ら
私
は
も
っ
と
中
国
文
化
に
つ
い
て
貪
欲
に
学
ん
で
い
く
意
思
を
固
め

た
上
で
、
ペ
ロ
リ
と
平
ら
げ
た
の
だ
っ
た
。

（
頃
安
美
咲
）
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北
京
に
お
け
る
貧
富
の
差

温　
可
迪

な
ぜ
貧
富
の
差
か
　

私
は
、
今
回
の
研
修
で
、
北
京
に
お
け
る
貧
富
の
差
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
以
前
か
ら
、

北
京
の
貧
富
の
差
に
つ
い
て
は
、「
北
漂
」
や
「
蟻
族
」
と
い
っ
た
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
り
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
は
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
よ

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
中
国
の
貧
富
の
差
は
、
東
西
や
内
陸
と
沿
海
地
域
と
い
っ
た
地
域
間

格
差
に
つ
い
て
の
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
都
市
内
部
の
貧
富
の
差
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
は
少
な
い
。そ
の
た
め
、そ
の
実
態
に
つ
い
て
知
る
機
会
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、

今
回
は
実
体
験
等
を
基
に
、
北
京
の
貧
富
の
差
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

北
京
で
見
聞
き
し
た
現
状

ま
ず
、
研
修
中
に
見
聞
き
し
た
北
京
の
現
状
に
つ
い
て
で
あ
る
。
北
京
首
都
空
港
か
ら

市
の
中
心
部
に
向
か
う
バ
ス
が
走
る
の
は
日
本
と
同
様
に
よ
く
整
備
さ
れ
た
高
速
道
路
で

あ
っ
た
が
、
木
々
が
立
ち
並
ぶ
区
間
も
あ
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
街
の
整
備
が
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
三
環
ⅰ
以
内
の
地
域
を
バ
ス
で
通
る
と
、
立
派
な
ホ
テ
ル
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
（
写
真
①
）
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
々
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
。
住
宅
は
整
然
と
立
ち
並
び
、
川
沿
い
に
植
え
ら
れ
た
柳
の
木
が
風
で
揺
れ
る
様

子
は
、
現
代
都
市
の
秩
序
と
中
国
固
有
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
様
子
か
ら
、
北
京
の
近
年
の
経
済
や
都
市
整
備
な
ど
各
面
に
お
け
る
進
歩
と
発
展
が
見

て
取
れ
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
街
を
走
る
車
に
は
老
朽
化
し
て
ペ
ン
キ
が
剥
げ
た
三
輪
車
な
ど

も
交
じ
り
、
そ
の
よ
う
な
車
の
多
く
は
日
焼
け
し
た
比
較
的
色
黒
な
中
年
の
方
が
運
転
し

て
い
た
。
ま
た
、
二
環
を
通
る
際
に
、
立
派
な
四
合
院
が
立
ち
並
ぶ
中
で
（
写
真
②
）、
老

朽
化
し
た
四
合
院
が
集
中
す
る
区
域
が
見
受
け
ら
れ
た
（
写
真
③
）
。
こ
れ
ら
の
老
朽
化

し
た
四
合
院
は
一
つ
の
建
物
が
大
き
く
て
も
、
ド
ア
が
大
量
に
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、

写真①二環の立派なショッピングモール、ホテル



29

建
物
の
間
の
通
り
道
は
人
々
が
行
き
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
年
齢
層
の
方
が
共

同
で
居
住
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
四
環
や
五
環
の
地
域
で
も
、
計
画
的
に
整

備
さ
れ
た
大
規
模
な
住
宅
地
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
立
ち
並
ぶ
中
で
、
突
如
老
朽
化

し
た
低
層
の
建
物
が
集
中
す
る
（
写
真
④
）
と
い
う
奇
妙
な
風
景
が
見
ら
れ
た
。
今
回
の

研
修
で
は
時
間
の
関
係
上
、
実
際
に
中
を
訪
ね
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
研
修
中
に

お
会
い
し
た
先
生
方
や
こ
れ
ら
を
実
際
に
訪
れ
た
人
民
大
学
の
学
生
に
よ
る
と
、
こ
の
よ

う
な
老
朽
化
し
た
建
物
の
生
活
環
境
は
極
め
て
悪
く
、
ト
イ
レ
や
浴
室
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
た
め
に
公
衆
ト
イ
レ
や
公
衆
浴
場
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、
衛

生
状
態
も
良
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
周
辺
の
繁
栄
し
た
あ
り

方
と
は
隔
絶
さ
れ
、
周
辺
地
域
と
の
教
育
格
差
な
ど
も
深
刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
次
の
世
代

の
貧
困
状
態
脱
却
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
ら
し
い
。

ま
た
、
六
環
の
地
域
で
は
、
道
路
が
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、
古
く
か
ら
の
農
村
の
雰
囲

気
を
保
っ
た
地
域
も
み
ら
れ
た
（
写
真
⑤
）。
今
回
の
研
修
で
は
六
環
よ
り
さ
ら
に
外
の
郊

外
の
地
域
を
訪
問
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
六
環
の
状
況
か
ら
、
さ
ら
に
開
発
が
遅
れ

て
い
る
郊
外
の
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
も
推
察
で
き
る
よ
う
に
思
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
北
京
の
郊
外
の
地
域
と
市
の
中
心
部
で
も
著
し
い
貧
富
の
差
が
あ
る
が
、

今
回
は
紙
面
の
関
係
上
、
前
述
の
五
環
内
で
見
受
け
ら
れ
る
市
の
中
心
部
周
辺
に
お
け
る

貧
富
の
差
、
特
に
住
宅
問
題
を
中
心
に
考
察
を
加
え
る
。

中
国
に
お
け
る
事
情

上
記
の
状
況
を
踏
ま
え
、
中
国
に
お
け
る
事
情
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
北
京
に

お
い
て
、
低
所
得
労
働
者
層
は
郊
外
の
他
に
市
の
中
心
部
周
辺
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
均
等
に

広
く
分
布
し
て
お
り
、
五
環
以
内
の
地
域
に
各
所
得
階
級
が
比
較
的
均
一
に
分
布
し
て
い

る
ⅱ
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
前
述

の
よ
う
な
市
内
に
広
く
分
布
す
る
老
朽
化
し
た
住
宅
地
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

住
宅
地
は
「
城
中
村
」
と
呼
ば
れ
、
市
民
と
農
民
の
戸
籍
上
の
区
別
、
市
街
地
と
農
地
の

二
元
化
の
か
ら
従
来
の
制
度
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。
改
革
開
放
後
、
農
村
の

写真②二環のよく整備された四合院

写真③老朽化した四合院

写真④大規模なマンションとそれに隣接する老朽化した低層の建物

写真⑤道路が舗装されておらず、古くからの農村の雰囲気を保った住宅
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余
剰
労
働
力
が
大
量
に
市
の
中
心
部
に
流
入
し
す
る
民
工
潮
が
生
じ
、
農
民
工
と
呼
ば
れ

る
農
村
戸
籍
を
持
つ
が
市
の
中
心
部
で
単
純
労
働
な
ど
に
従
事
す
る
低
所
得
者
が
北
京
で

急
増
し
た
。
こ
れ
ら
の
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
低
廉
な
悪
条
件
の
住
宅
の
賃
貸
借
や
売

買
が
一
つ
の
物
件
に
つ
き
複
数
人
を
対
象
に
行
わ
れ
、
当
時
の
流
入
人
口
が
多
い
混
乱
し
、

取
り
締
ま
り
が
十
分
に
で
き
な
い
状
況
に
付
け
込
み
北
京
の
広
範
囲
に
広
が
っ
た
ⅲ
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ら
の
安
価
な
住
宅
に
は
十
分
に
整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
も
、
社

会
保
障
や
住
宅
補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
多
く
、
貧
困
状
態
か
ら
の
脱
却
が
困
難
な

外
来
労
働
者
等
の
低
所
得
者
ⅳ
の
他
、大
学
院
を
受
験
す
る
浪
人
生
な
ど
若
年
齢
層
の
人
々

が
移
り
住
み
続
け
る
な
ど
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
ⅴ
。

こ
れ
に
対
し
て
、
北
京
に
は
企
業
のCEO
な
ど
の
富
裕
層
も
多
く
居
住
し
、
こ
れ
ら

の
富
裕
層
は
整
備
さ
れ
た
四
合
院
や
広
大
な
別
荘
を
所
有
し
て
い
る
。
特
に
、
北
京
に
お

け
る
四
つ
の
富
裕
層
向
け
の
高
級
住
宅
地
は
「
四
大
富
人
区
」
ⅵ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
称
さ
れ
、
そ
の
贅
沢
な
暮
ら
し
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　現
状
に
つ
い
て

城
中
村
に
み
ら
れ
る
住
環
境
の
問
題
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
北
京
に
お
い
て
貧
困
層

の
生
活
は
富
裕
層
と
は
質
的
に
隔
絶
さ
れ
た
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、
貧
富
の
差
が
深
刻
な

状
況
に
あ
る
こ
と
が
目
に
見
え
て
分
か
る
。
特
に
、
城
中
村
に
つ
い
て
は
、
現
状
を
解
決

し
な
け
れ
ば
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
う
る
。
例
え
ば
、
城
中
村
は
あ
ま
り
整
備
が
さ
れ
て

い
な
い
老
朽
化
し
た
住
宅
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
火
な
ど
安
全
面
に
お
い
て
欠

陥
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
二
〇
一
七
年
に
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
大
興
の
火
災
の
よ
う
に
火
災

時
の
消
火
が
困
難
な
た
め
広
範
囲
に
延
焼
し
、
被
害
が
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

計
画
的
な
都
市
整
備
や
都
市
の
衛
生
状
況
や
都
市
の
景
観
に
及
ぼ
す
悪
影
響
が
大
き
く
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
す
る
上
で
阻
害
と
な
り
う
る
。
さ
ら
に
、
貧
困
者
が
十
分
に
救

済
さ
れ
ず
、
劣
悪
な
住
宅
環
境
の
中
、
貧
困
か
ら
脱
却
す
る
見
込
み
が
な
い
中
で
生
活
を

続
け
ざ
る
を
え
な
い
状
況
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
北
京
に
引
き
続
き
労
働
力
が
地
方
か
ら

流
入
す
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
是
正
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
先
さ
ら
に
事
態
が
深
刻
化

す
る
恐
れ
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
政
府
は
対
策
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
の
が
、
前
述
の
城
中
村
の
問
題
の
解
決
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
城
中
村
の
土

地
や
建
物
を
徴
収
し
、
再
開
発
を
行
い
、
対
象
地
域
の
住
宅
の
所
有
権
者
に
新
た
に
建
設

さ
れ
た
住
宅
の
所
有
権
の
割
り
当
て
や
金
銭
補
償
を
行
う
ⅶ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
城
中
村
に
住
ん
で
い
た
者
の
生
活
水
準
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
近
年
の
条
例

や
行
政
方
針
の
変
更
な
ど
に
お
い
て
は
補
償
の
基
準
の
合
理
化
、
透
明
化
や
暴
力
等
を
伴

う
強
制
的
な
徴
収
を
禁
じ
る
方
針
も
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
ⅷ
。 

こ
の
よ
う
に
、
政
府
が
城

中
村
問
題
の
解
決
を
急
速
に
行
っ
て
い
る
の
は
、
北
京
市
内
に
お
い
て
、
貧
困
な
生
活
を

送
る
者
と
裕
福
な
生
活
を
送
る
者
の
物
理
的
距
離
が
近
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
城
中
村
の
老
朽
化
し
た
住
宅
は
整
備
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
隣

接
す
る
も
の
や
高
級
住
宅
か
ら
車
で
数
十
秒
の
距
離
に
あ
る
も
の
も
あ
る
。
両
者
が
隣
り

合
っ
て
存
在
す
る
こ
と
で
貧
富
の
差
が
一
目
瞭
然
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
意
識
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
は
政
府
に
解
決
を
急
が
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
う
る
。

し
か
し
、
解
決
を
急
ぐ
ゆ
え
に
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
城
中
村
の
再
開
発
に
は
問

題
も
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
強
制
徴
収
に
際
し
、
住
民
は
自
己
の
権
利
を
法
的
に

主
張
す
る
の
に
十
分
な
経
済
的
能
力
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
、
住
民
の
意
見
が
十
分
に
聞

き
入
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
不
動
産
の
徴
収
や
再
開
発
が
行
わ
れ
る
と
い
う
問
題
が
考
え
ら
れ

る
。
次
に
、
城
中
村
の
再
開
発
は
表
面
上
の
貧
富
の
差
の
是
正
に
と
ど
ま
る
の
も
問
題
で

あ
る
。
再
開
発
に
よ
っ
て
生
活
水
準
の
向
上
が
期
待
で
き
る
の
は
所
有
権
を
持
つ
も
の
に

と
ど
ま
り
、
賃
借
し
て
い
る
者
を
保
護
す
る
規
定
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
前

述
の
と
お
り
城
中
村
に
は
住
居
を
賃
借
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
も
の
も
多
く
、
こ
れ
ら
の

人
々
は
所
有
権
を
持
つ
者
以
上
に
不
安
定
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
か

ら
、
救
済
が
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
十
分
に
届
い
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
と
言
え
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る
。
ま
た
、
住
居
を
失
っ
た
賃
借
人
は
、
引
っ
越
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、

引
っ
越
し
先
と
し
て
は
、
従
来
の
住
居
と
賃
料
が
同
価
格
帯
で
、
政
府
の
手
が
ま
だ
届
い

て
い
な
い
場
所
に
あ
る
城
中
村
や
郊
外
の
住
居
、建
物
の
地
下
室
な
ど
が
多
い
（
写
真
⑥
）。

政
府
の
城
中
村
の
再
開
発
と
そ
れ
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
人
々
の
引
っ
越
し
と
い
う
繰
り

返
し
の
中
で
、
低
所
得
の
人
々
は
政
府
の
目
が
届
か
な
い
よ
う
な
よ
り
条
件
の
悪
い
住
宅

環
境
の
選
択
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
城
中
村
と
は
違
っ
た
見
え
な
い
形
で
の
貧
困

が
深
刻
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
狭
い
空
間
を
数
人
で
共
同
賃
借
す
る
人
々
の
あ

り
方
は
「
蟻
族
」
と
中
国
で
称
さ
れ
、
社
会
問
題
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
京
研
修

中
も
、
四
つ
星
ホ
テ
ル
か
ら
徒
歩
三
分
ほ
ど
の
ゴ
ミ
捨
て
場 

に
お
い
て
も
、
夜
に
な
る
と

捨
て
ら
れ
て
い
る
ご
み
を
あ
さ
る
人
が
毎
日
の
よ
う
に
現
れ
て
い
た
。

上
述
の
よ
う
な
明
確
に
認
識
で
き
な
い
見
え
な
い
形
の
貧
困
は
、
従
来
の
よ
う
に
貧
困

を
強
く
意
識
さ
せ
る
も
の
と
は
な
ら
ず
、
問
題
解
決
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
起
こ
り
に
く

い
た
め
、
対
応
が
遅
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
対
応
が
遅
れ
る
中
で
、
外
来
労
働
者
が

写真⑥ 4 つ星ホテルから徒歩 3 分ほどのゴミ捨て場。夜になると捨てら

れているごみをあさる人が毎日のように現れていた

さ
ら
に
増
加
し
、
貧
困
層
が
潜
在
的
に
増
加
す
れ
ば
、
問
題
が
顕
在
化
し
た
と
き
に
は
対

応
が
極
め
て
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
城
中
村
の
問
題
の
解
決
が
進

め
ら
れ
る
中
で
、
新
た
に
現
れ
た
貧
困
に
対
す
る
慎
重
か
つ
着
実
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る

状
況
に
あ
る
と
言
え
る
。

　ま
と
め
　
　
　

北
京
の
貧
富
の
差
は
本
文
の
通
り
重
層
的
で
複
雑
で
あ
る
。
特
に
住
居
に
関
し
て
は
、

昔
の
社
会
制
度
と
そ
れ
へ
の
人
々
の
対
応
か
ら
生
じ
た
城
中
村
の
問
題
が
現
在
も
存
す
る

の
と
同
時
に
、
近
年
に
お
い
て
は
、
城
中
村
の
対
策
と
人
々
の
そ
れ
に
対
す
る
動
き
の
中

で
新
た
な
貧
困
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
に
は
莫
大
な
予
算
を
必
要
と

し
、
短
期
で
実
現
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
貧
富
の
差
と
い
う
問
題
が
解
決
さ

れ
な
い
ま
ま
発
展
を
続
け
る
の
は
得
策
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
城
中

村
の
再
開
発
以
外
に
新
た
な
対
策
に
着
手
す
る
必
要
性
が
高
い
と
い
え
る
。
具
体
的
な
対

策
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
北
京
の
貧
富
の
差
の
動
向
に
引
き
続
き
注
目
す
る
の
を

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
た
い
。

注
ⅰ
北
京
の
市
の
中
心
部
に
あ
る
環
状
の
幹
線
道
路
の
こ
と
で
、
内
側
は
二
環
か
ら
外
側
は
六
環
ま
で
あ
る
。

ⅱ
李
君
甫
、
李
阿
琳
「
北
京
社
会
阶
层
空
间
结
构
的
特
点
、
问
题
及
优
化
」、
北
京
社
会
科
学
、2016

郑
承
智
、
张
旺
锋
、
武
炳
炎
、
梁
博
「
北
京
市
外
来
人
口
集
聚
型
城
中
村
流
动
人
口
职
住
分
离
研
究
」、
地
理
科

学
进
展
、2017

ⅲ
孙 

林
「
农
民
工
居
住
权
视
角
下
城
中
村
改
造
问
题
的
思
考
」、
城
市
观
察
、2015

ⅳ
北
京
社
保
网
、「2019
年
北
京
最
低
生
活
保
障
标
准
是
多
少
？ 

」、2019

、https://beijing.chashebao.com
/

w
enti/18777.htm

l

、2019

年9

月23
日
閲
覧
　
参
照
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本
地
宝
、「
北
京
公
租
房
」、2019

、http://bj.bendibao.com
/zff

w
/gzfbs/

、2019

年9

月23

日
閲
覧
参
照

ⅴ
何
深
静
、
钱
俊
希
、
吴
敏
华
「“

学
生
化”

的
城
中
村
社
区—

—
—

基
于
广
州
下
渡
村
的
实
证
分
析
」
地
理
研
究
、

2011

ⅵhttps://baijiahao.baidu.com
/s?id=

1625882933679531104&
w

fr=
spider&

for=
pc

な
ど
参
照
、2019

年8

月3

日
閲
覧

ⅶ
杨
会
「
城
市
房
屋
拆
迁
补
偿
的
程
序
构
造
」、
内
蒙
古
农
业
大
学
学
报
（
社
会
科
学
版
）、2011

ⅷ
姜
明
安
「
法
治
政
府
必
须
认
真
对
待
公
民
权
利—

—

评
《
国
有
土
地
上
房
屋
征
收
与
补
偿
条
例
》、2011

ⅸ
孙 

林
「
农
民
工
居
住
权
视
角
下
城
中
村
改
造
问
题
的
思
考
」、
城
市
观
察
、201
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中
国
に
お
け
る
承
継
と
発
展

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
中
国
で
の
伝
統
的
文
化
の
保
護
、
承
継
の
取
り
組
み
へ
の
熱
意
と
中
国
の
経
済
、
技
術
、
都
市
環
境
な
ど
各
方
面
に
お
け
る
発
展
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
ず
、
伝
統
文
化
の
承
継
に
つ
い
て
、
研
修
中
は
特
に
京
劇
や
昆
曲
と
い
っ
た
中
国
の
伝
統
劇
曲
に
つ
い
て
学
び
、
観
賞
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
中
国
に
お
い
て
は
幅
広
い

年
齢
層
の
方
が
そ
の
保
護
と
承
継
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
北
京
研
修
で
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
北
京
劇
曲
評
論
学
会
の
方
で
し
た
が
、
こ
の
学
会
に
は
様
々

な
職
業
や
年
齢
層
の
劇
曲
が
好
き
な
方
が
参
加
し
て
お
り
、
国
内
に
お
け
る
活
動
の
み
な
ら
ず
、
海
外
に
向
け
て
も
劇
曲
を
紹
介
す
る
な
ど
劇
曲
の
伝
承
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
北
京
大
学
な
ど
の
大
学
に
お
い
て
も
、
学
生
が
劇
曲
に
関
す
る
現
地
調
査
に
出
向
き
、
保
護
の
現
状
や
問
題
点
、
解
決
案
を
提
案
す
る
大
変
積
極
的
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
学
に
お
い
て
開
講
さ
れ
て
い
た
昆
曲
の
講
義
は
多
く
の
学
生
で
に
ぎ
わ
い
、
終
了
時
に
は
講
師
と
し
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
国
宝
級
の
昆
曲
役

者
に
対
し
、
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
学
生
た
ち
の
伝
統
文
化
に
対
す
る
愛
着
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
ま
し
た
。
各
国
に
お
い
て
伝
統
文
化
の
承
継
に
従
事
す
る
人
が
高
齢
化
す
る
中
で
、

中
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
取
り
組
み
は
、
若
者
に
も
伝
統
文
化
に
対
し
て
関
心
を
持
た
せ
る
も
の
で
あ
り
、
伝
統
文
化
を
未
来
に
残
す
こ
と
大
き
く
貢
献
す
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
今
回
の
研
修
は
中
国
に
対
す
る
偏
見
を
払
拭
し
、
そ
の
発
展
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
例
え
ば
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
賑
わ
い
や
整
備
さ
れ
た
道
路
網
か
ら
中

国
の
経
済
面
に
お
け
る
発
展
が
感
じ
取
ら
れ
、
テ
レ
ビ
で
報
じ
ら
れ
た
よ
う
な
大
気
汚
染
は
特
に
み
ら
れ
ず
、
青
空
が
見
え
て
い
た
こ
と
か
ら
は
、
近
年
の
環
境
保
護
の
面
に
お
け
る

進
歩
を
感
じ
ま
し
た
。
研
修
に
参
加
す
る
前
に
も
、
こ
の
よ
う
な
発
展
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
幼
少
期
の
中
国
に
対
す
る
印
象
や
メ
デ
ィ
ア
の
大
気
汚
染
に
対
す
る

過
度
な
報
道
か
ら
中
国
の
状
況
に
つ
い
て
一
定
の
偏
見
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
研
修
に
お
い
て
、
北
京
の
現
在
の
状
況
を
実
際
に
確
か
め
、
更
に
国
能
中
電
の
白
雲
峰

CEO

か
ら
中
国
の
発
電
所
や
製
鉄
所
な
ど
に
お
け
る
環
境
保
護
の
取
り
組
み
や
そ
の
成
果
を
伺
っ
た
こ
と
で
、
海
外
に
お
け
る
報
道
に
存
す
る
バ
イ
ア
ス
や
自
分
が
今
ま
で
そ
れ
を
特

に
疑
う
こ
と
な
く
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
の
問
題
点
を
意
識
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
民
中
国
雑
誌
社
の
王
編
集
長
の
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
多
角
的
に
客
観
的
に
物
事
を
見
る

べ
き
だ
と
い
う
言
葉
の
重
要
性
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
教
訓
に
、
中
国
の
現
状
や
そ
の
他
の
様
々
な
出
来
事
を
よ
り
客
観
的
に
み
れ
る
よ
う
に
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
は1

週
間
と
短
い
も
の
で
し
た
が
、
中
国
の
伝
統
文
化
に
親
し
み
、
中
国
の
近
年
の
発
展
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
自
身
の
認
識
の
問
題
点
も
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
た
非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
今
回
の
研
修
で
中
国
に
対
し
て
非
常
に
い
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
中
国
に
つ
い
て
理
解
し
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
中

国
を
訪
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
温
可
迪
）
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「
支
教
」
か
ら
見
る
中
国
と
日
本
の
教
育
格
差

田
尻 

夏
希

「
支
教
」
と
は
、
中
国
に
お
い
て
、
都
市
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
地
方
の
小
中
学
校
の
教

育
を
支
援
し
、
中
国
の
貧
困
地
区
の
現
状
を
変
え
よ
う
と
す
る
仕
組
み
の
こ
と
だ
。
私
は

こ
の
研
修
に
お
け
る
中
国
人
民
大
学
の
学
生
の
話
を
聞
き
、
初
め
て
こ
の
言
葉
を
知
る
と

と
も
に
、
そ
の
活
動
に
強
い
関
心
を
持
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
私
が
彼
女
ら
の
話
を
聞
き
感

じ
た
こ
と
や
、
実
際
に
北
京
の
街
で
生
活
す
る
中
で
垣
間
見
た
格
差
に
つ
い
て
述
べ
る
。

中
国
人
民
大
学
文
学
院
で
は
、
雲
南
省
保
山
市
に
あ
る
漭
水
中
学
で
十
日
間
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
を
行
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
漭
水
中
学
の
よ
う
な
地
方
の
学
校
で
は
、
北
京
の

大
学
に
進
学
す
る
よ
う
な
生
徒
は
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
教
師
を
中
心
と
し
た
教
育
リ

ソ
ー
ス
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
中
国
で
は
急
激
な
国
家
建
設
や
文

化
大
革
命
に
よ
り
教
育
を
受
け
て
い
な
い
大
量
の
民
弁
教
師
が
生
ま
れ
た
ほ
か
、
教
師
の

地
位
が
低
下
し
民
弁
教
師
へ
の
蔑
視
が
定
着
し
て
い
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
そ
の
後
も

農
村
義
務
教
育
の
管
理
主
体
を
県
に
し
て
各
省
が
そ
の
財
源
を
保
障
し
た
り
、
民
弁
教
師

を
公
弁
教
師
に
転
換
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
の
政
策
が
取
ら
れ
た
が
、
い
ま
だ
に
農
村
で
は

限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
で
教
師
の
賃
金
水
準
を
確
保
す
る
た
め
な
ど
か
ら
規
定
の
生
徒
と

教
師
の
比
率
を
守
れ
て
い
な
い
学
校
や
、
人
手
不
足
か
ら
休
講
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
た
め

教
師
が
研
修
に
参
加
で
き
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
存
在
す
る
そ
う
だ
（
周,

二
〇
一
九
）。

こ
の
漭
水
中
学
で
生
徒
六
〇
人
が
、
中
国
人
民
大
学
や
西
南
財
経
大
学
の
二
〇
人
以
上
の

大
学
生
と
と
も
に
学
ぶ
の
だ
が
、
私
は
そ
の
授
業
内
容
に
も
魅
力
を
感
じ
た
。「
字
里
行

間
学
習
坊
」
と
い
う
文
学
や
言
語
、
映
画
の
授
業
や
、「
財
商
学
習
坊
」
と
い
う
金
融
な

ど
の
授
業
、「
創
意
戯
劇
工
作
坊
」
と
い
う
日
本
で
い
う
図
工
や
ス
キ
ッ
ト
の
授
業
な
ど
、

学
生
た
ち
の
専
門
分
野
を
生
か
し
た
教
養
や
体
験
を
重
視
し
た
授
業
が
並
ん
で
い
る
。
他

に
も
、
子
ど
も
た
ち
で
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
劇
を
す
る
授
業
が
あ
る
。
演
出
の
練
習
や
道

具
の
準
備
な
ど
か
な
り
手
が
こ
ん
だ
劇
を
作
り
上
げ
る
経
験
は
、
非
常
に
厳
し
い
が
非
常

に
貴
重
な
経
験
に
な
る
と
い
う
。
私
は
、
教
育
格
差
や
学
習
支
援
と
聞
く
と
す
ぐ
に
教
科

指
導
を
思
い
浮
か
べ
が
ち
だ
が
、
実
際
に
「
教
育
リ
ソ
ー
ス
が
不
足
し
て
い
る
」
と
い
っ

て
も
、
そ
の
問
題
は
教
科
指
導
の
遅
れ
の
み
で
な
く
、
課
外
活
動
な
ど
直
接
試
験
で
は
問

わ
れ
な
い
経
験
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
実
際
、
日
本
で
も
ほ
ぼ
全
て
の

子
ど
も
が
義
務
教
育
を
受
け
学
校
に
通
い
授
業
を
受
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、「
相
対
的

貧
困
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
学
校
に
加
え
て
、
習
い
事
や
学
習
塾
を
掛

け
持
ち
し
た
り
旅
行
に
行
っ
た
り
と
い
っ
た
家
庭
で
の
経
験
の
差
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
中
国
で
は
留
守
児
童
の
問
題
も
あ
る
。
中
国
民
生
部
が
発
表
し
た

二
〇
一
八
年
八
月
末
時
点
の
デ
ー
タ
で
は
、
農
村
部
の
留
守
児
童
は
二
〇
一
六
年
に
比
べ

二
二.

七%

減
少
し
た
六
九
七
万
人
だ
っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
留
守
児
童
は
四

川
省
や
安
徽
省
，
湖
南
省
な
ど
に
集
中
し
て
お
り
、
い
ま
だ
に
大
き
な
格
差
は
残
っ
て
い

る
（AFP BB N

ews,

二
〇
一
八
）。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
は
、
親
が
仕
事
で
忙
し
く

子
ど
も
の
教
育
に
関
心
を
持
つ
余
裕
が
な
い
ほ
か
、
そ
の
世
話
を
す
る
祖
父
母
世
代
が
教

漭水中学での活動について話す、中国人民大学の楊春萌さん

な
い
た
め
に
教
育
に
熱
心
で
な
い
、
ま
た
は

そ
の
方
法
を
知
ら
な
い
な
ど
の
状
況
に
あ
る

そ
う
だ
（
麗,

二
〇
一
五
）。
先
の
話
題
に
も

関
連
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
ま
ず

学
習
意
欲
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
集
団
で

の
生
活
に
親
し
ん
で
も
ら
っ
た
り
す
る
必
要

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。「
経
済
力
に
起
因

す
る
部
分
が
大
き
い
学
力
格
差
が
あ
る
」「
大

学
進
学
率
に
格
差
が
あ
る
」
状
況
を
支
援
す

る
方
法
と
い
っ
て
も
、
教
科
指
導
を
行
っ
て

学
力
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
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育
を
受
け
て
い
子
ど
も
目
線
を
重
視
し
た
支
援
が
あ
る
の
だ
と
強
く
感
じ
た
。

ま
た
、
人
民
大
学
で
の
話
に
加
え
て
、
二
度
、
実
際
に
北
京
の
街
で
生
活
す
る
中
で
格

差
を
実
感
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
我
々
が
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
の
裏
の
ス
ー
パ
ー

に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
。
二
〇
時
過
ぎ
だ
っ
た
が
、
ふ
と
異
臭
が
し
た
の
で
顔
を
向
け

る
と
、
し
ゃ
が
み
こ
み
ゴ
ミ
箱
の
蓋
を
開
け
て
中
身
を
あ
さ
っ
て
い
る
人
が
い
た
。
す
ぐ

近
く
に
は
大
通
り
や
大
き
な
ホ
テ
ル
が
い
く
つ
か
あ
る
場
所
で
あ
る
だ
け
に
非
常
に
驚
い

た
。
二
つ
目
は
、
石
景
山
の
周
辺
で
の
こ
と
だ
。
途
中
か
ら
道
の
舗
装
が
な
く
な
り
、
周

囲
の
家
も
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、T

シ
ャ
ツ
に
丈
の
短
い
ズ
ボ
ン
な

ど
ラ
フ
な
服
装
の
人
や
、
駐
車
場
を
公
園
の
よ
う
に
し
て
体
操
を
し
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
し

た
り
し
て
い
る
人
が
増
え
た
。
同
じ
市
内
で
も
こ
こ
ま
で
大
き
く
生
活
ス
タ
イ
ル
が
違
っ

て
い
る
こ
と
に
強
く
興
味
を
持
っ
た
出
来
事
だ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
体
験
は
特
別
に
大
き

な
も
の
で
は
な
い
し
日
本
で
も
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
は
何
度
も
目
に
し
て
い
る
が
、
私
に
は

大
き
な
驚
き
と
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
日
本
で
は
「
貧
困
」
と
い
っ
て
も
あ
く
ま
で
も
相

対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
世
間
の
目
」
と
い
う
意
識
か
ら
貧
困
を
見
え
な
い
よ

う
に
す
る
傾
向
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
一
方
で
、
北
京
で
の
こ
れ
ら
の
体

験
は
豊
か
さ
の
す
ぐ
裏
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
大
き
な
ホ
テ
ル
の
裏
で
は
ゴ
ミ
箱
を

漁
っ
て
い
る
人
が
お
り
、
中
心
部
か
ら
車
で
一
時
間
も
移
動
し
な
い
場
所
に
は
舗
装
さ
れ

て
い
な
い
道
路
を
挟
む
よ
う
に
古
い
家
が
立
ち
並
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
印
象
的
で

あ
っ
た
。

今
回
の
訪
問
を
通
し
て
、
私
は
中
国
国
内
や
北
京
市
内
に
お
い
て
の
格
差
へ
の
意
識
を

捉
え
る
よ
う
意
識
し
て
い
た
。
実
際
に
訪
問
先
の
方
や
人
民
大
学
の
学
生
に
し
て
も
、
福

建
や
雲
南
出
身
の
方
、
は
た
ま
た
留
学
生
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
来
た
学
生
な
ど
北
京

や
上
海
な
ど
経
済
力
が
あ
り
先
端
的
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
大
都
市
ⅰ
に
限
ら
ず
、
多

様
な
出
身
の
人
が
い
た
。
加
え
て
、
上
記
の
よ
う
な
私
が
北
京
で
感
じ
た
格
差
に
し
て
も
、

彼
ら
に
と
っ
て
は
日
常
目
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
今
回
私
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
を
首

都
北
京
の
中
で
も
そ
の
中
心
部
で
過
ご
し
た
の
で
、
普
通
に
生
活
し
て
い
る
と
お
そ
ら
く

も
っ
と
衝
撃
的
な
出
来
事
は
あ
る
の
だ
ろ
う
。
今
回
の
経
験
を
通
し
て
、
中
国
で
の
格
差

へ
の
意
識
は
わ
ざ
わ
ざ
意
識
し
よ
う
と
し
て
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
各
人
が
自
分
な
り
の

経
験
と
と
も
に
日
常
的
に
持
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

さ
て
、
今
回
中
国
で
の
格
差
に
目
を
向
け
た
経
験
か
ら
、
日
本
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
。
世
界
で
も
有
数
の
先
進
国
で
あ
る
日
本
に
も
、
地
域
間
で
の
教
育
格
差
は
い
ま
だ
に

存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
沖
縄
県
は
他
の
都
道
府
県
に
比
べ
て
貧
困
率
が
高
い
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
の
デ
ー
タ
で
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
は
二
九.

九%

（
全

国
は
一
六.

三%

）
で
あ
る
（
沖
縄
県,

二
〇
一
六)

。
こ
れ
は
、
収
入
が
全
国
平
均
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
食
料
品
な
ど
を
島
の
外
か
ら
輸
送
し
て
く
る
必
要

が
あ
る
た
め
に
物
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
ⅱ
こ
と
、
米
軍
統
治
の
歴
史
か
ら
憲
法
や
社
会

福
祉
関
連
法
や
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
東

京
二
三
区
に
お
い
て
葛
飾
区
に
は
、
偏
差
値
五
〇
以
上
の
公
立
高
校
が
存
在
し
な
い
。
現

在
都
立
高
校
入
試
は
学
区
制
が
撤
廃
さ
れ
て
い
る
た
め
、
葛
飾
区
の
中
学
生
も
偏
差
値
が

石景山法海寺周辺の道路
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五
〇
以
上
の
高
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
通
学
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
し
、

そ
も
そ
も
区
と
し
て
こ
の
よ
う
な
構
造
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
問
題
意
識
を
持
っ

て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。
東
大
の
よ
う
な
大
学
受
験
に
関
し
て
も
、
岡
山
県
や
富
山
県
、

石
川
県
な
ど
に
は
、
駿
台
予
備
学
校
や
河
合
塾
、
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
の
大
手
予
備

校
が
存
在
し
な
い
。
岡
山
県
出
身
の
友
人
は
、
模
試
を
受
け
る
際
に
は
神
戸
か
広
島
ま
で

新
幹
線
で
行
っ
た
り
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
り
し
て
い
た
そ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
例

は
、
中
国
国
内
で
の
格
差
に
比
べ
る
と
些
細
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
で

も
家
庭
の
所
得
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
よ
っ
て
も
格
差
や
不
利
益
を
感
じ
て
い
る
人
が
い

る
の
だ
。

日
本
で
も
子
ど
も
の
貧
困
は
、
近
年
ニ
ュ
ー
ス
や
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
格
差
の
原
体
験
は
な
く
て
も
、
実
際
に
勉
強
す
る
こ

と
身
近
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
で
も
学

習
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
うN

PO

や
体
験
を
提
供
す
る
団
体
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
存

在
す
る
。
例
え
ば
、
東
京
大
学
に
は
「U

TSum
m

er

」
と
い
う
団
体
が
あ
る
。
夏
に
中

高
生
を
集
め
て
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
自
然
を
活
か
し
た
体
験
活
動
を

行
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
中
国
の
よ
う
に
「
支
教
」
と
い
う
よ
う
な
支
援
を
直
接
表
現

す
る
言
葉
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
し
、
支
援
は
ま
だ
ま
だ
足
り
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
に
、
一
つ
の
大
学
か
ら
の
希
望
者
は
一
〇
人

ほ
ど
で
も
複
数
の
大
学
で
協
力
す
る
こ
と
で
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
で
き
る
ほ
ど
の
人
数
は
集

め
ら
れ
る
し
、
大
学
生
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
思
や
時
間
を
持
つ
人
が
基
金
会
な
ど
の

N
G

O

や
財
団
と
結
び
つ
く
機
会
が
あ
れ
ば
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
実
施
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。
例
え
ば
、
こ
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
し
て
も
、
漭
水
中
学
は
北
京

か
ら
飛
行
機
で
三
時
間
四
〇
分
と
バ
ス
で
二
時
間
、
タ
ク
シ
ー
で1

時
間
か
か
る
場
所
に

あ
り
、
移
動
だ
け
で
も
か
な
り
の
費
用
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。
学
生
だ
け
で
は
い
く
ら

強
い
意
志
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
実
行
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
問
題
意

識
を
持
つ
人
を
増
や
す
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
問
題
意
識
を
持
つ
人
が
も
っ
と
行
動
に

起
こ
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
や
雰
囲
気
づ
く
り
が
、
支
援
の
充
実
に
大
き
く
関
わ
る
と
考
え
、

こ
れ
に
関
す
る
日
中
両
国
で
の
活
動
に
こ
れ
か
ら
着
目
し
て
い
き
た
い
。

注
ⅰ
例
え
ば
上
海
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（O

ECD

）
が
実
施
す
る
国
際
学
習
到
達
度
調
査
（PISA

）
で

二
〇
〇
九, 

二
〇
一
二
年
に
世
界
一
位
を
獲
得
し
た（Science Portal China,

二
〇
一
三
）。ま
た
、学
力
の
み
な
ら
ず
、

北
京
や
上
海
、
天
津
と
い
っ
た
先
進
地
域
で
は
、
政
府
が
活
動
費
を
負
担
し
学
外
か
ら
講
師
を
招
く
こ
と
も
あ
る
小

学
校
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、
興
味
関
心
を
重
視
し
た
「
個
性
を
育
む
教
育
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
報
道
も

あ
る
（
産
経
新
聞,

二
〇
一
八)

。

ⅱ
例
え
ば
、
二
〇
一
五
年
度
の
一
人
当
た
り
の
県
民
所
得
は
全
国
平
均
が
三
一
九
〇
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
沖
縄
県
は
二
一
六
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
（
内
閣
府,

二
〇
一
八
）。
ま
た
、
消
費
者
物
価
地
域
差
指
数
は
、
全
国

平
均
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
沖
縄
県
は
九
八.

五
で
あ
っ
た
が
、
品
目
別
に
み
る
と
食
料
が
一
〇
三.

〇
、
光
熱
・
水

道
が
一
〇
五.

六
な
ど
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
（
総
務
省,

二
〇
一
九)

。
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u.pdf(2019-09-23

入
手)

百
度
百
科
『
支
教
』、
百
度
百
科
、2019

、https://baike.baidu.com
/item

/

支
教

(2019-09-23

閲
覧)

代
ゼ
ミ
教
育
総
研
『
代
ゼ
ミ
校
舎
一
覧
』、
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、2019

、http://

www.yozem
i- 

eri.com
/etc/m

ap.php(2019-09-23

閲
覧)

麗 

麗
「
中
国
に
お
け
る
農
村
留
守
児
童
の
暮
ら
し
の
現
状
と
支
援
の
課
題
−
子
ど
も
の

視
点
か
ら
−
」、

 

『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』、Vol.52, 2015, p.289-305

、 
https://toyo.repo.

nii.ac.jp/?action=pages_view_m
ain&active_action=reposi 

tory_view
_m

ain_

item
_detail&item

_id=9011&item
_no=1&page_id=13&block_id= 

17(2019-

08-29

入
手)

AFP BB N
ews

『
農
村
部
の
留
守
児
童
、2

割
減
の697

万
人
に 16

年
比
』、AFP

通
信
、

2018

、 https://www.afpbb.com
/articles/-/3195420(2019-09-23

閲
覧)

Science Portal China

『【13-30

】
上
海
連
続1

位 O
ECD

学
習
到
達
度(PISA)

調
査
』、
国
立
研
究 

開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
、2013

、 https://spc.jst.

go.jp/experiences/coverage/coverage_1330.htm
l(2019-08-29

閲
覧)

 U
TSum

m
er

『
企
画
概
要
』、U

TSum
m

er

、2019

、https://utsum
m

er.jp/project/

(2019-09-23 

閲
覧)
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「
中
国
」
そ
の
も
の
を
学
ぶ

私
が
こ
の
研
修
で
最
も
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
自
国
・
相
手
国
双
方
の
文
化
や
社
会
的
・
歴
史
的
背
景
な
ど
様
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
学
ぶ
姿
勢
が
、
国
際
交
流
の
際
に
は
非
常

に
重
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
中
国
人
民
大
学
の
学
生
と
の
交
流
の
際
、
中
国
の
学
生
に
「
日
本
の
こ
れ
が
好
き
」
と
伝
え
ら
れ
た
日
本
の
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
ア
ニ
メ
に
つ
い

て
、
私
は
「
題
名
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
観
た
こ
と
は
な
い
」
と
し
か
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
人
民
中
国
雑
誌
社
を
訪
問
し
た
際
に
は
、「（
日
本
か
ら
中
国
へ
の
観
光
客
数

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
は
）
中
国
へ
の
憧
れ
を
持
つ
日
本
人
が
減
っ
た
か
ら
」「
日
本
語
版
の
『
人
民
中
国
』
は
、
中
国
の
日
本
語
学
習
者
が
自
国
に
つ
い
て
の
紹
介
の
仕
方
を
勉
強
す

る
た
め
に
読
む
こ
と
が
多
い
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

も
ち
ろ
ん
国
際
交
流
に
お
い
て
、
言
語
学
習
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
今
回
の
研
修
で
も
、
自
分
の
中
国
語
力
の
不
足
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。
も
と
も
と
私
の
語
彙
が
圧
倒
的
に
不

足
し
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
関
連
す
る
語
彙
を
事
前
に
調
べ
た
り
、
話
し
て
い
る
人
全
体
を
見
る
よ
う
に
し
て
今
ど
う
い
う
こ
と
が
話
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
た
り
し

て
い
た
が
、
言
語
の
壁
は
私
の
想
像
以
上
に
高
く
、
何
が
話
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
も
ど
か
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
私
は
普
段
テ
レ
ビ
や

ア
ニ
メ
を
全
く
観
な
い
し
映
画
も
ほ
と
ん
ど
見
る
機
会
が
な
い
が
、
あ
と
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
ら
、
１
話
だ
け
で
も
観
て
い
た
ら
、
と
期
待
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
方

が
自
分
の
中
で
は
残
念
に
感
じ
ら
れ
た
。

日
本
で
は
、よ
く
中
国
の
国
際
的
な
影
響
力
や
市
場
と
し
て
の
巨
大
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
世
界
に
お
い
て
も
こ
れ
は
同
様
だ
ろ
う
し
、私
が
中
国
語
を
学
び
は
じ
め
た
き
っ
か
け
も
、「
中

国
語
を
勉
強
し
て
い
る
と
こ
れ
か
ら
成
長
性
が
あ
る
ア
ジ
ア
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
時
に
便
利
そ
う
」
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
に
と
っ
て
、
世
界
に
と
っ
て
中
国
は
そ
れ

だ
け
の
国
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
中
華
料
理
は
各
国
の
料
理
の
中
で
も
大
き
な
存
在
感
を
持
っ
て
い
る
し
、
今
に
も
残
る
日
本
の
古
典
文
化
の
多
く
は
中
国
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。
今
回
の
研
修
で
も
、
こ
れ
ま
で
全
く
観
た
こ
と
の
な
か
っ
た
京
劇
や
昆
曲
の
世
界
を
学
ぶ
こ
と
で
自
分
の
中
で
の
美
の
価
値
観
を
豊
か
に
し
た
り
、
巨
大
な
故
宮
を
訪
れ
る
こ

と
で
こ
れ
ま
で
は
世
界
史
の
中
の
事
項
に
過
ぎ
な
か
っ
た
明
清
朝
の
壮
大
さ
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
益
を
求
め
た
交
流
だ
け
で
な
く
、
社
会
や
文
化
に
お
け
る
交
流
も
人

に
確
か
に
豊
か
な
も
の
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
感
じ
た
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
中
国
語
を
学
び
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
研
修
で
自
分
の
未
熟
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
中
国
の
様
々
な
側
面
に
触
れ
、
も
っ

と
こ
の
国
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
中
国
語
学
習
だ
け
で
な
く
、
政
治
経
済
、
外
交
、
社
会
情
勢
、
伝
統
文
化
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
メ

デ
ィ
ア
、
流
行
な
ど
全
て
の
側
面
を
含
め
た
「
中
国
」「
日
本
」
両
国
そ
の
も
の
に
つ
い
て
学
ぶ
姿
勢
を
心
が
け
た
い
と
思
う
。

（
田
尻
夏
希
）
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中
華
文
化
と
日
本
文
化
の
共
通
基
盤

　
—

中
国
人
が
守
り
抜
い
て
い
る
も
の
と
日
本
人
が
大
切

に
し
て
い
る
も
の—

永
安　
郁
弥

日
本
人
の
目
に
映
る
中
国

平
成
が
終
わ
り
時
代
は
令
和
と
な
っ
た
今
、
日
本
国
民
の
中
国
と
い
う
国
に
対
す
る
印

象
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
は
た
ま
た
変
わ
っ
て
す
ら
い
な
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
我
々
日
本
人
が
中
国
や
中
国
人
に
つ
い
て
聞
か
れ
真
っ
先
に
思
い
つ
く
の
は
、

「
マ
ナ
ー
が
悪
い
」「
礼
儀
正
し
く
な
い
」「
声
が
大
き
く
騒
が
し
い
」「
大
気
汚
染
が
深
刻

で
あ
る
」「
日
本
の
商
品
の
真
似
を
す
る
」「
日
本
の
領
土
の
領
有
権
を
主
張
し
領
海
侵
犯

を
行
う
」「
世
界
一
の
監
視
国
家
」
な
ど
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
未
だ
に

ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
中
華
料
理
や
漢
方
、
中
国
文
学
な
ど
の
中
華

文
化
は
古
く
か
ら
日
本
に
根
付
い
て
お
り
現
在
で
も
多
く
の
日
本
人
が
そ
の
恩
恵
を
享
受

し
、
そ
れ
ら
の
文
化
を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
私
は
常
々
こ
の

矛
盾
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
隣
国
同
士
よ
り
仲
良
く
関
係
を
構
築
し
て
い
け
る
よ

う
更
に
中
国
を
理
解
す
る
た
め
に
今
回
北
京
社
会
文
化
研
修
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
に

至
っ
た
。

そ
こ
で
私
が
本
研
修
中
で
特
定
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
中
華
文
化
と
日
本
文
化
の
共

通
基
盤
」
で
あ
る
。
同
じ
東
ア
ジ
ア
に
属
す
る
日
本
と
中
国
、
そ
れ
ぞ
れ
が
守
り
抜
き
大

切
に
し
て
い
る
文
化
の
根
底
に
は
必
ず
共
通
の
素
因
が
潜
ん
で
い
る
は
ず
だ
と
考
え
、
北

京
研
修
で
の
経
験
を
踏
ま
え
本
論
文
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
総
合
的
に
見
解
を
深
め
て
い

く
。

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

我
々
は
北
京
に
着
い
た
初
日
（
九
月
八
日)

、
北
京
戯
曲
評
論
学
会
の
方
々
に
熱
烈
な

歓
迎
を
し
て
頂
い
た
。
そ
こ
で
は
非
常
に
格
式
ば
っ
た
宴
会
が
開
か
れ
、
中
国
の
フ
ォ
ー

マ
ル
な
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
の
一
端
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
日
の

主
賓
は
一
級
国
家
演
員
の
資
格
を
所
持
さ
れ
て
い
る
叶
金
援
老
師
で
、
ま
ず
主
賓
は
入
り

口
か
ら
最
も
遠
い
席(

上
座)

に
座
り
、
そ
の
右
側
に
客
人
側
の
主
人
が
座
る
。
左
側
に

は
客
人
側
の
次
席
が
座
り
、
な
る
べ
く
客
人
側
と
主
人
側
の
人
間
が
交
互
に
な
る
よ
う
に
、

ま
た
出
入
り
口
に
一
番
近
い
席
が
下
座
に
な
る
よ
う
に
座
る
。
食
事
に
際
し
て
も
主
賓
が

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
始
め
る
前
に
口
を
つ
け
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
主

賓
が
ど
う
ぞ
と
言
っ
た
と
し
て
も
遠
慮
す
る
こ
と
が
マ
ナ
ー
と
さ
れ
て
い
る
。
料
理
を
取

る
際
も
円
卓
を
回
す
の
は
主
賓
に
委
ね
、
料
理
が
回
っ
て
く
る
の
を
待
つ
こ
と
な
ど
数
多

く
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
が
存
在
し
て
い
た
。

研修一日目に開いてくださった歓迎会

ま
た
こ
の
他
に
も
、
招
待
状
で
あ
る
「
請
帖
」

を
郵
送
や
手
渡
し
に
よ
っ
て
送
り
、
客
人
を
も

て
な
す
風
習
も
あ
る
。
主
人
が
客
人
を
も
て
な

す
宴
会
で
の
着
席
の
際
に
は
、
主
客
は
ま
ず
自

分
か
ら
上
座
に
座
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
次

席
の
人
に
席
を
譲
る
仕
草
を
し
た
う
え
で
、
主

人
や
周
り
の
人
に
勧
め
ら
れ
て
は
じ
め
て
座
る

と
い
う
よ
う
な
席
の
譲
り
合
い
も
み
ら
れ
る

（
西
澤, 

二
〇
〇
九
）。

日
本
に
お
け
る
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
に
も
上

座
・
下
座
の
席
次
は
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
お

り
、
会
席
の
場
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
タ
ク
シ
ー

や
新
幹
線
の
席
順
な
ど
に
お
い
て
も
こ
の
考
え
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は
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
主
賓
が
食
べ
始
め
る
ま
で
周
り
は
食
べ
て
は
い
け
な
い
こ
と
な
ど
、

日
本
の
食
事
作
法
に
お
い
て
も
こ
の
点
で
は
共
通
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
上
座
に
座

る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
の
ち
最
初
に
遠
慮
す
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
な
ど
と
い
っ
た
行
動

は
、
日
本
人
な
ら
誰
し
も
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
こ
の“

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー”

に
お
け
る
日
本
と
中
国
の
共
通
基
盤
は
「
儒
教
」
に

あ
る
と
考
え
た
。
儒
教
は
主
に
そ
の
重
層
性
を
成
す
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
と
い
っ
た
道

徳
の
ほ
か
に
忠
・
孝
と
い
っ
た
固
定
さ
れ
た
人
間
関
係
の
中
で
の
実
践
道
徳
も
欠
か
せ
な

い
要
素
と
な
っ
て
い
る
（
土
田,
二
〇
一
一
）。
こ
れ
ら
は
君
臣
関
係
と
親
子
関
係
の
間
に

成
立
す
る
道
徳
で
あ
り
、
現
在
東
ア
ジ
ア
に
浸
透
す
る
目
上
を
敬
う
と
い
う
道
徳
の
基
盤

に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
事
前
調
査
課
題
で
調
べ
た
中
国
語
の
敬
語
に
つ
い

て
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
目
上
の
人
の
呼
び
方
や
相
手
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
言
い
回

し
な
ど
は
日
本
語
を
は
る
か
に
超
え
る
数
存
在
し
て
お
り
、
言
葉
や
食
事
文
化
の
根
底
に

根
強
く
残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
食
事
や
言
語
を
取
っ
て
も
、
刈
間
先
生
の
仰
っ
て
い

た
よ
う
な
中
国
の
階
級
社
会
の
一
端
が
存
在
す
る
こ
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
儒

教
は
悠
久
な
歴
史
を
持
つ
中
国
を
語
る
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
自

己
修
養
を
強
調
す
る
よ
う
な
道
徳
が
な
か
っ
た
ら
前
近
代
の
中
国
は
力
に
よ
る
支
配
の
み

に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
共
産
主
義
社
会
に
お
い
て
も
儒
教
が
な
け
れ
ば
現
在
の
よ

う
な
統
治
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
文
化
大
革
命
で
は
一
時
期
儒
教
が
否
定

さ
れ
る
段
階
が
存
在
し
た
が
、
文
革
後
儒
教
が
再
興
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
代
で
も
儒
教

の
存
在
意
義
は
充
分
に
議
論
す
る
に
足
り
う
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
は
日
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
我
々
の

日
常
生
活
の
基
盤
を
造
っ
て
い
る
中
華
文
化
の
一
つ
で
あ
る
。
日
本
は
古
来
、
儒
教
と
仏

教
の
二
教
を
最
も
取
り
入
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え
を
日
本
人
は
独
自
に
再
創

造
を
繰
り
返
し
て
今
に
至
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
儒
教
は
日
本
人
の
生
活
に
深
く
滲
み
込

む
よ
う
に
な
り
、生
活
様
式
や
言
語
、考
え
方
の
基
盤
を
構
築
し
て
き
た
。
例
え
ば
「
元
気
」

と
い
う
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
易
経
の
中
の”

乾
の
卦“

と
い
う
語
に
由
来
し
て
い
る
専

門
用
語
な
の
で
あ
る
（
安
岡, 

二
〇
〇
二
）。
多
く
の
日
本
人
は
こ
の
よ
う
に
日
本
に
浸
透

し
て
い
る
儒
教
が
紀
元
前
の
中
国
発
祥
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
は
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
マ

ナ
ー
が
悪
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
い
る
た
め
か
中
国
人
が
こ
の
よ
う
に
礼
儀
や

作
法
、
目
上
の
人
を
敬
う
こ
と
を
非
常
に
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
と
驚
く

人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

儒
教
と
陰
陽
五
行

儒
教
が
説
く
諸
価
値
の
源
泉
で
あ
る
「
天
」
に
は
、
天
空
・
天
の
神
・
自
然
界
の
理
法

と
い
う
複
数
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
儒
教
の
諸
価
値
の
源
泉
で
あ
る
自
然
界
を
分
析

す
る
際
に
、
ほ
か
の
思
想
と
同
じ
よ
う
に
陰
陽
と
五
行
を
使
用
す
る
。
こ
れ
ら
は
中
国
の

戦
国
時
代
か
ら
見
え
始
め
、
多
く
の
学
派
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
陰
陽
五
行

の
使
用
は
儒
教
に
限
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
儒
教
で
は
こ
れ
以
外
の
原
理
を

用
い
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

中
華
文
化
の
人
文
精
神

我
々
は
研
修
三
日
目
に
訪
れ
た
中
華
文
化
学
院
に
お
い
て
、
郜
建
華
博
士
に
よ
る
「
中

華
文
化
の
人
文
精
神
」
と
い
う
題
の
講
義
を
受
け
た
。
こ
の
人
文
精
神
に
お
け
る
重
要
な

要
素
は
、
人
間
の
価
値
と
主
体
性
を
重
視
す
る
「
人
間
本
位
の
協
調
」、
人
間
は
道
理
と
義

理
を
明
確
に
し
つ
つ
道
徳
教
養
と
情
操
の
涵
養
を
図
り
自
分
自
身
を
超
え
る
こ
と
に
重
き

を
置
く
「
人
文
教
化
と
徳
行
の
向
上
」、「
中
正
と
平
和
の
理
念
の
重
視
」
の
三
つ
が
存
在

す
る
。
こ
の
う
ち
の
三
つ
目
の
要
素
に
陰
陽
と
五
行
の
考
え
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
郜

博
士
は
そ
の
中
で
も
陰
陽
消
長
と
五
行
生
克
を
挙
げ
、
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
陰
陽
消

長
と
は
、
陰
陽
は
い
つ
も
静
止
・
不
変
の
状
態
で
は
な
く
、
お
互
い
の
力
関
係
に
基
づ
い

て
常
に
変
化
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
五
行
生
克
と
は
、“

木
は
火
を
生
じ
、
火

は
土
を
生
じ
、
土
は
金
を
生
じ
、
金
は
水
を
生
じ
、
水
は
木
を
生
ず”

と
い
う
五
行
相
生
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と“

木
は
土
に
克
ち
、
土
は
水
に
克
ち
、
水
は
火
に
克
ち
、
火
は
金
に
克
ち
、
金
は
木
に

克
つ”

と
い
う
五
行
相
克
か
ら
な
り
、
五
行
の
間
で
は
相
互
依
存
と
相
互
制
約
の
関
係
が

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
相
互
平
衡
と
協
調
を
維
持
す
る
こ
と
で
ひ
と
つ
の
整
体
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

私
は
こ
れ
ら
の
お
話
を
聞
い
て
、
一
連
の
内
容
は
か
つ
て
日
本
で
も
大
切
に
さ
れ
て
き

た
思
想
で
あ
り
現
在
に
も
十
分
通
用
す
る
よ
う
な
思
想
・
道
徳
で
あ
る
と
考
え
た
。
特
に

陰
陽
五
行
の
思
想
は
、
日
本
で
も
古
代
か
ら
家
や
建
物
を
建
て
る
際
の
地
鎮
祭
の
儀
礼
に

も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
平
安
時
代
に
陰
陽
師
と
い
う
職
業
が
存
在
し
て
お
り
、
土
木

工
事
の
際
の“

犯
土”

に
よ
っ
て
土
公
神
の
祟
り
を
鎮
め
る
た
め
に
土
公
祭
を
さ
せ
て
い

た
よ
う
に
、
日
本
で
は
古
来
よ
り
陰
陽
五
行
の
思
想
は
生
活
に
お
い
て
非
常
に
重
要
視
さ

れ
て
い
た
（
坂
出, 

二
〇
一
一
）。

ま
た
博
士
は
こ
れ
ら
を
基
に
し
た
中
華
文
化
の
一
つ
と
し
て
中
医
学
を
挙
げ
て
説
明
し

て
く
だ
さ
っ
た
。

中
華
文
化
と
中
医
学

我
々
は
研
修
六
日
目
に
石
景
山
に
て
北
京
の
歴
史
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
中
医
学
を
専

門
に
さ
れ
て
い
る
陳
飛
先
生
に
中
医
学
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
先
生
は
左
右
の
腕

の
脈
を
そ
れ
ぞ
れ
数
十
秒
測
り
、
そ
の
情
報
の
み
で
現
在
の
身
体
の
状
態
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
た
。
こ
の
時
引
率
の
伊
藤
教
授
は“

上
火”

の
状
態
で
、
陰
陽
バ
ラ
ン
ス

が
陽
の
側
に
偏
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
中
医
学
の
先
生
は
脈
を
診
た
だ
け
で
そ
の
人

の
身
体
の
状
態
が
わ
か
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
科
学
の
根
底
に
は
陰
陽
五
行
の
思
想
が

強
く
支
配
し
て
い
る
。
朱
震
亨
の
『
格
致
余
論
諺
解
』
に
よ
れ
ば
、
五
行
の
う
ち
「
金
水

土
」
を
陰
、「
火
木
」
を
陽
と
し
火
を
「
君
火
」・「
相
火
」
の
二
つ
に
分
け
る
三
陰
三
陽
・

五
行
六
気
の
理
論
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
傷
寒
つ
ま
り
熱
病
が
進
行
す
る
経
路

の
症
候
を
説
明
す
る
『
傷
寒
論
』
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
（
熊
野, 

二
〇
一
一
）
ま
た
、

陰
陽
平
衡
の
偏
り
を
正
す
た
め
の
食
べ
物
や
薬
な
ど
も
多
数
存
在
し
、
現
在
日
本
で
も
広

く
活
用
さ
れ
て
い
る
薬
膳
や
漢
方
へ
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
多
く
の
現
代
日
本
人
に
多
大

な
恩
恵
を
施
し
て
い
る
。

総
括こ

こ
で
は
中
国
と
日
本
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
や
敬
語
の
共
通
基
盤
で
あ
る
儒
教
、
そ
の

儒
教
や
漢
方
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
陰
陽
五
行
説
な
ど
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
は
日
本
に
お

い
て
は
っ
き
り
と
認
知
さ
れ
て
い
な
い
ほ
ど
生
活
に
浸
透
し
、
中
国
で
は
そ
れ
ら
を
学
び
、

守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
、
日
中
両
国
の
国
民
の
共
通
基
盤
と

な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
中
華
文
化
を
教
育
す
る
中
華
文
化
学
院

は
中
央
社
会
主
義
学
院
の
隣
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
中
国
共
産
党
は
中
華
文
明

の
核
心
を
受
け
継
ぎ
、
中
国
特
色
の
社
会
主
義
は
中
国
の
悠
久
な
歴
史
を
受
け
継
い
で
い

る
。
こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
日
本
人
が
中
国
共
産
党
と
社
会
主
義
を
認
め
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
中
国
と
日
本
は
政
治
・
生
活
の
両
面
に
お
い
て
そ
の
根
底
に
同
じ
も

の
を
も
つ
民
族
の
集
ま
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
北
京
社
会
文
化
研
修
は
我
々
に

中華文化学院にて、郜博士と伊藤先生

陳飛先生による中医学体験
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中
国
人
も
日
本
と
同
じ
よ
う
に
昔
の
も
の
を
大
事
に
し
、
古
代
よ
り
伝
わ
る
思
想
を
守
り

活
か
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
数
千
年
も
の
長
い
歴
史
を
持
つ
両
国
は

こ
れ
ら
以
外
に
も
莫
大
な
文
化
の
共
通
基
盤
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
日
本
人
は
こ
れ
ら

を
よ
り
詳
し
く
知
り
、
学
び
、
中
国
の
文
化
を
さ
ら
に
深
く
理
解
す
れ
ば
更
な
る
日
中
友

好
へ
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

参
考
文
献

・
熊
野
弘
子
（2011

）「
岡
本
一
抱
の
医
学
テ
キ
ス
ト
解
釈
と
概
念
」『
陰
陽
五
行
の
サ

イ
エ
ン
ス
―
思
想
編
―
』pp.259-281　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

・
坂
出
祥
伸
（2011

）「
我
が
国
に
お
け
る
地
鎮
儀
礼
と
犯
土
の
観
念
−
そ
の
道
教
的
起

源
を
さ
ぐ
る
―
」『
陰
陽
五
行
の
サ
イ
エ
ン
ス
―
思
想
編
―
』pp.219-227. 

京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所

・
土
田
健
次
郎
（2011

）『
儒
教
入
門
』
東
京
大
学
出
版
会

・
西
澤
治
彦
（2009

）『
中
国
食
事
文
化
の
研
究
−
食
を
め
ぐ
る
家
族
と
社
会
の
歴
史
人

類
学
』
風
響
社

・
安
岡
正
篤
（2002

）『
論
語
に
学
ぶ
』PH

P

文
庫

お世話になった北京戯曲評論学会の皆さんと
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北
京
研
修
が
変
え
た
北
京
の
イ
メ
ー
ジ

北
京
研
修
に
参
加
す
る
ま
で
、
私
の
中
で
の
北
京
と
い
う
街
の
イ
メ
ー
ジ
は
中
国
共
産
党
の
中
枢
が
存
在
す
る
首
都
で
あ
り
政
治
色
の
最
も
強
い
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
そ
の
中
国
共
産
党
は
日
本
で
ず
っ
と
生
活
し
て
い
る
限
り
、
国
民
の
言
論
の
自
由
を
奪
い
、
情
報
を
規
制
し
、
四
六
時
中
国
民
の
行
動
を
監
視
す
る
よ
う
な
独
裁
的
な
政
党
で
あ
る

と
い
う
認
識
し
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
中
国
共
産
党
が
大
い
に
具
現
化
さ
れ
た
街
で
あ
る
北
京
へ
は
ず
っ
と
こ
う
し
た
印
象
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
週
間
北
京
社
会
文
化
研
修
へ
参
加
し
て
北
京
に
対
す
る
印
象
は
が
ら
り
と
変
わ
っ
た
。
東
大
に
入
学
しTLP

へ
入
っ
た
の
ち
中
国
語
を
集
中
的
に
勉
強
し
始
め
て
か
ら

中
国
文
化
に
も
あ
る
程
度
触
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
実
際
に
赴
い
て
現
地
の
高
い
地
位
の
先
生
方
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の1

年
半

で
触
れ
た
も
の
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

今
回
は
北
京
戯
曲
評
論
学
会
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、本
格
的
な
京
劇
や
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
悠
久
な
北
京
文
化
の
真
髄
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

よ
り
中
国
の
歴
史
や
文
化
に
対
す
る
理
解
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
う
。
中
国
人
も
日
本
と
同
じ
よ
う
に
古
く
か
ら
の
芸
能
を
し
っ
か
り
大
事
に
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ら
を
年
代
問
わ
ず

体
験
す
る
こ
と
が
好
き
な
人
が
多
い
こ
と
に
は
と
て
も
感
動
し
た
。
ま
た
、
京
劇
な
ど
の
芸
能
を
専
門
に
す
る
学
校
が
あ
り
小
さ
い
頃
か
ら
英
才
教
育
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
日

本
で
は
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
く
、
中
国
人
の“

芸”

に
対
す
る
熱
い
情
熱
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

人
民
中
国
雑
誌
社
へ
の
訪
問
で
は
、60

年
以
上
も
中
国
に
つ
い
て
日
本
語
で
発
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
中
両
国
の
関
係
性
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
も
、
出
版
と
い
う
観

点
か
ら
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
初
、「
人
民
中
国
」
は
中
国
政
府
直
轄
の
広
報
誌
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
た
た
め
、
も
っ
と
政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
も
の
が
強
い

の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
全
く
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
の
事
情
を
一
方
的
に
報
じ
る
だ
け
で
な
く
、
日
中
双
方
の
情
報
交
換
に
重
き
を
置
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
驚
き
、

こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
日
中
の
関
係
を
保
つ
重
要
な
雑
誌
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
た
。
王
衆
一
編
集
長
は
、
特
に
検
閲
な
ど
が
存
在
し
な
い
こ
の
雑
誌
に
お
い
て
、
上
か
ら
の

要
求
と
自
分
た
ち
の
要
望
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
そ
の
責
任
を
一
人
で
負
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
本
当
に
感
動
し
た
。

近
年
日
中
関
係
は
急
激
に
良
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
そ
れ
は
常
々
各
所
で
感
じ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
特
に
年
配
の
日
本
人
な
ど
は
未
だ
に
中
国
に
い
い
印
象
を
抱
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い
て
い
な
い
。
今
回
北
京
研
修
に
参
加
し
て
、中
国
人
と
日
本
人
の
思
考
や
中
国
と
日
本
の
文
化
な
ど
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
共
通
な
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
一
番
感
じ
た
。
ま
た
、

現
在
経
済
発
展
が
著
し
い
中
国
の
最
先
端
で
活
躍
す
る
人
た
ち
の
お
話
や
業
績
を
聞
い
て
、
か
つ
て
の
高
度
成
長
期
中
の
日
本
の
よ
う
な
印
象
を
抱
い
た
。
王
衆
一
編
集
長
も
仰
っ
て
い

た
よ
う
に
、今
回
実
際
に
訪
れ
て
本
物
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
日
本
で
学
ん
だ
以
上
に
中
国
へ
の
理
解
に
向
け
て
得
ら
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。こ
れ
か
ら
欠
か
せ
な
い
パ
ー

ト
ナ
ー
に
な
る
で
あ
ろ
う
中
国
を
よ
り
多
く
の
日
本
人
が
理
解
で
き
る
よ
う
で
き
る
こ
と
か
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
っ
た
。

（
永
安
郁
弥
）
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「
イ
メ
ー
ジ
」
と
「
実
像
」
の
狭
間
で
揺
れ
動
く
日
中

　
―
北
京
社
会
文
化
研
修
「
深
思
北
京
」
を
通
し
て
―布

施　
晴
香

「
中
国
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
は
一
体
、
何
な
の
だ
ろ
う
か
―
。

イ
メ
ー
ジ
と
は
心
の
中
で
作
り
上
げ
た
も
の
で
、
決
し
て
実
像
で
は
な
い
。
私
は
、
専

攻
す
る
国
際
関
係
論
の
文
脈
か
ら
中
国
を
捉
え
る
も
多
く
、
中
国
に
対
し
て
「
世
界
第
二

位
の
経
済
大
国
と
な
り
、
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
こ
う
と
す
る
『
発
展
途
上
大
国
』」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
往
々
に
、
外
交
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た

中
国
政
府
公
式
の
対
外
発
信
や
、「
諸
外
国
と
経
済
的
な
繋
が
り
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、

軍
事
力
強
化
を
通
し
て
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
を
確
立
し
、
自
国
に
有
利
な
形
で
地
域
秩
序
を
修

正
し
て
地
域
覇
権
を
確
立
す
る
『
発
展
途
上
大
国
』」
と
い
う
よ
う
な
日
本
や
欧
米
の
国
際

政
治
学
の
認
識
に
偏
っ
て
い
る
ⅰ
。
私
と
同
様
に
、
多
く
の
日
本
人
も
自
ら
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ン
ド
に
大
き
く
影
響
さ
れ
た
対
中
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
日
中
両
国
の
人
々
は
相
手
国
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
言
論N

PO

と
中
国
国
際
出
版
集
団
が
日
中
の
両
国
民
を
対
象
に

実
施
し
た
「
第
十
四
回
日
中
共
同
世
論
調
査
」
の
結
果
に
よ
る
と
、
中
国
人
の
日
本
に
対

す
る
好
感
度
が
改
善
し
た
一
方
で
、
日
本
人
の
中
国
に
対
す
る
印
象
は
わ
ず
か
に
改
善
し

て
い
る
が
、
中
国
に
「
良
く
な
い
」
印
象
を
持
っ
て
い
る
人
は
八
六.

三
％
と
依
然
九
割

近
く
、
対
照
的
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
ⅱ
。

た
だ
し
心
の
中
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
は
自
ら
の
実
体
験
を
以
て
容
易
に
変
化
す
る
も
の

だ
。
前
述
の
調
査
で
も
、
日
中
と
も
に
相
手
国
訪
問
の
経
験
は
そ
の
相
手
国
へ
の
印
象

を
好
転
さ
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
特
に
日
本
へ
の
訪
問
経
験
が
あ
る
中
国
人
の

七
四.

三
％
も
の
人
々
が
日
本
に
対
し
て
「
良
い
」
印
象
を
抱
い
て
お
り
、
訪
問
経
験
が

な
い
人
の
三
四.

九
％
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
ⅲ
。
実
際
に
私
は
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
な

ど
で
南
京
に
二
度
訪
れ
、
中
国
人
の
友
人
と
交
流
し
、
文
化
や
社
会
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
で
「
国
家
」
や
「
中
国
人
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
を

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
し
、「
内
側
」
か
ら
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
痛
切
に
実
感
し
た
。

そ
こ
で
私
は
北
京
社
会
文
化
研
修
「
深
思
北
京
」
を
通
し
て
、
現
地
の
多
様
な
フ
ィ
ー
ル

ド
で
活
躍
す
る
人
々
に
実
際
に
会
い
、
交
流
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
中
国
に
対
し
て
持
つ

「
イ
メ
ー
ジ
」
を
「
実
像
」
に
少
し
で
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
た
。
そ
の
試
み
は
私
の
中

で
ど
の
よ
う
な
変
化
を
生
ん
だ
の
か
、
そ
し
て
将
来
の
日
中
関
係
改
善
へ
の
手
が
か
り
は

あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
向
き
合
う
た
め
、
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
北
京
研
修
で
の
経
験

を
振
り
返
り
、「
イ
メ
ー
ジ
」
と
「
実
像
」
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

実
を
言
う
と
、
一
週
間
の
北
京
研
修
は
一
つ
の
小
さ
な
驚
き
か
ら
始
ま
っ
た
。
二
度
訪

れ
た
こ
と
の
あ
る
南
京
に
比
べ
て
、
そ
し
て
私
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
遥
か
に
多
く
の
、

中
央
政
府
や
共
産
党
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
横
断
幕
が
街
中
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
特
に
、

国
内
外
か
ら
中
国
の
首
都
へ
向
か
う
多
く
の
人
々
が
使
う
で
あ
ろ
う
、
北
京
首
都
空
港
か

ら
市
中
心
部
へ
向
か
う
幹
線
道
路
で
は
、
高
架
や
橋
に
差
し
掛
か
る
度
に
「
社
会
主
義
の

核
心
的
価
値
観
」
や
「
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
の
建
設
」
な
ど
様
々
な
言
葉
が
目
に

飛
び
込
ん
で
く
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
幻
影
之
旅
（phantom

 ride

）
ⅳ
」
の
よ
う
に
、

私
の
中
の
「
中
国
共
産
党
が
強
力
に
統
治
す
る
中
国
」
イ
メ
ー
ジ
へ
と
引
き
込
ん
で
い
っ

た
。し

か
し
、
研
修
が
実
際
に
進
む
に
つ
れ
て
前
述
の
感
覚
は
薄
れ
て
い
き
、
む
し
ろ
北
京

や
中
国
が
持
つ
重
層
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、「
北
京
」

と
い
う
都
市
自
体
に
つ
い
て
は
、
政
治
や
経
済
、
商
業
、
歴
史
、
文
化
が
凝
縮
さ
れ
て
共

存
し
て
い
た
。
研
修
中
に
訪
れ
た
場
所
も
、
人
民
中
国
雑
誌
社
や
大
使
館
街
、
金
融
街
、

民
間
企
業
、
故
宮
博
物
館
、
大
学
と
幅
広
く
、
一
〇
〇
〇
年
を
超
え
る
文
明
を
育
て
た
都

市
「
北
京
」
の
多
様
な
側
面
、
ま
た
過
去
・
現
在
・
未
来
が
垣
間
見
え
た
と
考
え
て
い
る
。

よ
り
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
様
々
な
分
野
で
北
京
、
そ
し
て
中
国
の
将
来
を
見
据
え
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真
剣
に
考
え
抜
く
人
々
が
お
り
、
実
際
に
現
地
に
行
か
な
け
れ
ば
実
感
で
き
な
い
中
国
の

「
人
」
や
「
考
え
」
の
多
様
性
が
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
三
日
目
に
訪
問
し
た
中
華
文

化
学
院
で
は
、
普
段
は
一
見
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
自
動
的
に
認
識
し

て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
思
想
や
考
え
方
の
背
景
に
、
中
国
の
長
い
歴
史
や
培
わ
れ
た
思
想・

哲
学
が
あ
り
、
そ
れ
を
如
何
に
し
て
現
代
に
読
み
替
え
る
の
か
、
と
い
う
大
き
な
課
題
に

向
き
合
う
人
々
が
い
た
。ま
た
国
能
中
電
で
はCEO

を
は
じ
め
と
す
る
幹
部
の
皆
さ
ん
が
、

中
国
で
の
環
境
保
護
の
技
術
や
事
業
で
以
て
社
会
に
貢
献
し
続
け
て
い
く
覚
悟
を
語
っ
て

く
だ
さ
っ
た
。
さ
ら
に
、
北
京
大
学
芸
術
学
院
で
は
昆
曲
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
芸
能
を

後
世
に
継
承
す
る
べ
く
真
剣
に
考
え
る
学
生
た
ち
や
第
一
線
で
活
躍
す
る
俳
優
の
方
々
に

会
い
、
さ
ら
に
伝
統
芸
能
を
伝
え
て
い
く
主
体
で
も
あ
る
観
客
（
受
講
生
）
の
熱
気
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
、
中
国
の
「
内
側
」
か
ら
自
分
の
肌
感
覚

で
感
じ
学
ん
だ
こ
と
で
あ
り
、
日
本
で
「
中
国
人
」、「
政
治
」、「
文
化
」
な
ど
と
非
常
に

ざ
っ
く
り
と
し
た
枠
組
み
の
中
で
中
国
に
つ
い
て
考
え
る
よ
り
も
、
よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

を
持
っ
て
多
様
な
「
人
」
や
「
考
え
」
を
そ
れ
ぞ
れ
理
解
し
、
そ
の
感
覚
を
自
分
の
中
に

根
差
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

本
研
修
の
中
で
も
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
人
民
中
国
雑
誌
社
の
王
衆
一
編
集
長
と

の
お
話
の
中
で
出
て
き
た
「
バ
ラ
ン
ス
感
覚
」
で
あ
る
。
外
文
局
の
下
で
七
〇
年
近
く
中

国
の
対
外
発
信
を
担
っ
て
き
た
人
民
中
国
雑
誌
社
は
、
国
内
の
政
治
的
混
乱
や
世
界
情
勢

の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
中
で
、
常
に
時
代
の
先
を
見
据
え
て
、
日
中
友
好
の
架
け
橋
と

な
り
「
等
身
大
の
中
国
を
伝
え
る
努
力
」
を
重
ね
、「
歴
史
の
試
練
に
耐
え
ら
れ
る
刊
行

物
」
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
全
体
を
よ
り
良
く
し
て
い
こ
う
と
奮
闘
し

て
き
た
。
そ
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
の
が
、
政
府
広
報
誌
と
し
て
出
発
し
た
背
景

を
克
服
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

こ
と
だ
。
政
府
が
内
外
に
積
極
的
に
発
信
し
た
い
事
柄
と
、
雑
誌
『
人
民
中
国
』
の
読
者

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
事
柄
の
バ
ラ
ン
ス
は
、「
異
文
化
の
中
を
生
き
る
メ
デ
ィ
ア
」

と
し
て
長
年
培
っ
て
き
た
賜
物
で
あ
る
ⅴ
。
そ
し
て
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
の
小
さ
な
積
み
重

ね
が
や
が
て
「
歴
史
の
試
練
に
も
耐
え
ら
れ
る
」
架
け
橋
に
な
る
こ
と
を
、『
人
民
中
国
』

の
長
い
歴
史
が
証
明
し
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
稀
有
な
バ
ラ
ン
ス
は
広
報
の
文
脈
だ
け
で

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
異
文
化
交
流
や
外
交
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
文
脈
で
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
自
分
の
主
張
を
声
高
に
主
張
す
る
、
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
自
分
の
主
張
を

ど
う
し
た
ら
効
果
的
に
伝
え
ら
れ
る
の
か
を
苦
心
す
る
あ
ま
り
、
相
手
へ
の
尊
重
や
配
慮

が
な
お
ざ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
国
籍
や
民
族
、
宗
教
な
ど
の
違

い
以
前
に
、
一
人
の
人
間
と
し
て
相
手
に
向
き
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
の
基
本
的

な
姿
勢
の
あ
り
方
を
改
め
て
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
こ
ま
で
本
研
修
を
通
し
た
私
個
人
の
経
験
と
中
国
に
対
す
る
「
イ
メ
ー
ジ
」
の
変
化

に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
研
修
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
や
中
国
人
民
大
学
の
学
生
と

の
交
流
を
通
し
て
感
じ
取
っ
た
中
国
側
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
に
も
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

学
生
も
先
生
方
も
日
本
に
対
し
て
好
意
的
な
印
象
を
抱
い
て
い
る
よ
う
で
、
具
体
的
に
は

食
事
の
時
間
に
話
し
て
い
た
文
化
や
観
光
に
関
す
る
側
面
が
多
か
っ
た
と
感
じ
た
。
ま
た
、

特
に
先
生
方
は
自
ら
の
研
究
分
野
に
お
け
る
日
本
の
研
究
者
た
ち
の
貢
献
や
交
流
に
つ
い

て
も
造
詣
が
深
く
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
長
い
ス
パ
ン
の
時
間
軸
で
「
日
本
」
が
語
ら

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
方
の
学
生
た
ち
と
の
交
流
で
は
、
観
光
や
、
映
画
や
ド
ラ
マ

な
ど
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、た
だ「
行
き
た
い
」「
観

た
い
」
と
い
う
願
望
を
語
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
「
行
く
」「
観
る
」
と
い
っ
た
具
体
的

な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
結
び
つ
く
傾
向
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

以
上
、
日
中
世
論
調
査
の
結
果
や
、
北
京
研
修
を
通
し
て
得
ら
れ
た
経
験
や
自
分
の
中

で
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
で
は
、
私
の
中
で
「
国
家
」
や
「
○
○
人
」
に
対
す

る
漠
然
と
し
た
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
「
実
像
」
へ
近
づ
け
た
の
は
、
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
現
地
で
様
々
な
人
と
交
流
し
一
人
の
人
と
し
て
向
き
合
う
こ
と
で
、
相
手
へ
の
尊

重
を
忘
れ
ず
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
相
手
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
行
動
す
る
こ
と

こ
そ
が
「
イ
メ
ー
ジ
」
の
変
化
の
重
要
な
要
素
に
な
る
の
だ
と
考
え
る
。
情
報
が
氾
濫
す

る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
自
分
の
目
で
、
肌
で
感
じ
自
分
の
感
覚
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
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こ
と
は
非
常
に
貴
重
で
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、「
実
像
」を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
多
様
で
奥
深
い「
国
家
」や「
人
」

を
理
解
す
る
の
は
な
お
さ
ら
難
し
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
国
家
」
の
「
実
像
」
は
特
定

の
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
「
イ
メ
ー
ジ
」
が
重
層
的
に
積
み
重
な
り
、
結
集
し
た
も
の

が
、全
体
と
し
て
一
つ
に
見
え
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、一
個
人
に
と
っ
て
の
「
イ

メ
ー
ジ
」
や
「
印
象
」
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
積
み
重
ね
か
ら
一
部
分
が
抽
出
さ
れ
た
も
の

で
、
ど
の
部
分
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
見
え
る
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
だ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
本
研
修
で
得
ら
れ
た
経
験
を
も
と
に
、
私
の
中
国
や
北
京
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

は
、
も
と
も
と
政
治
や
国
際
関
係
論
か
ら
の
観
点
に
偏
っ
て
い
た
も
の
が
、
文
化
や
経
済

面
の
理
解
が
加
わ
り
、「
実
像
」
に
少
し
近
づ
い
た
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
「
イ
メ
ー
ジ
」
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、「
イ
メ
ー
ジ
」
を
少
し

で
も
「
実
像
」
に
近
づ
け
る
努
力
を
根
気
よ
く
続
け
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る

だ
ろ
う
。

最
後
に
、
冒
頭
で
引
用
し
た
「
第
十
四
回
日
中
共
同
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、
中
国

人
の
日
本
に
対
す
る
印
象
は
大
幅
な
改
善
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
安
全
保
障
に
関
す
る
イ

メ
ー
ジ
で
は
日
中
両
国
と
も
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
ⅵ
。
お
互
い
が
お
互
い
を

脅
威
と
み
な
し
て
お
り
、「
安
全
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
も
み

え
る
。
こ
う
い
っ
た
国
際
環
境
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
イ
メ
ー
ジ
」
で
相
手
を
語
る
の
で
は

な
く
、「
イ
メ
ー
ジ
」
を
少
し
で
も
「
実
像
」
に
近
づ
け
る
努
力
は
以
前
に
も
増
し
て
重
要

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、
お
互
い
の
相
手
国
に
対
す
る

印
象
や
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
に
繋
が
り
、
最
終
的
に
は
将
来
の
日
中
関
係
を
よ
り
良
く
し
て

い
く
こ
と
に
貢
献
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

注
ⅰ
川
島
真
「
中
国
の
対
外
政
策
目
標
と
国
際
秩
序
観　
習
近
平
演
説
か
ら
考
え
る
」『
国
際
問
題
』、2018

年
、

29-34

ペ
ー
ジ
。

ⅱ
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
言
論N

PO

」、「
第14

回
日
中
共
同
世
論
調
査
」
結
果
（http://www.genron-

npo.net/world/archives/7053.htm
l

）（2019

年9

月29

日
閲
覧
）

ⅲ
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
言
論N

PO

」、「14

回
目
の
日
中
共
同
世
論
調
査
結
果
を
ど
う
読
み
解
く
か
」（http://

www.genron-npo.net/world/archives/7058.htm
l

）（2019

年9

月29

日
閲
覧
）

ⅳ
初
期
映
画
に
お
い
て
流
行
し
た
撮
影
手
法
で
、
劇
場
内
の
観
客
に
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
感
覚
を
与
え
、
映
画
の
中

の
未
知
の
世
界
に
没
入
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
（2019

年9

月11

日
の
中
国
人
民
大
学
で
の
講
義
「
電
影
導
論
」

よ
り
）ⅴ2019

年9

月10

日
の
人
民
中
国
雑
誌
社
訪
問
に
お
け
る
、
王
衆
一
編
集
長
の
お
話
の
中
で
。

ⅶ
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
言
論N

PO

」、「14

回
目
の
日
中
共
同
世
論
調
査
結
果
を
ど
う
読
み
解
く
か
」（http://

www.genron-npo.net/world/archives/7058.htm
l

）（2019

年9

月29

日
閲
覧
）
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北
京
社
会
文
化
研
修
「
深
思
北
京
」
で
出
会
っ
た
人
々
の
魅
力

今
回
の
北
京
社
会
文
化
研
修
「
深
思
北
京
」
は
、
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
北
京
だ
っ
た
。
大
学
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
修
で
南
京
に
二
度
行
っ
た
こ
と
は
あ
る

も
の
の
、
南
京
に
行
っ
た
だ
け
で
広
大
な
中
国
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
わ
け
で
は
勿
論
な
い
の
で
、
北
京
は
南
京
と
は
ま
た
違
う
「
中
国
」
を
見
せ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
と
大
き
な
期
待

を
胸
に
本
研
修
に
参
加
し
た
。
研
修
後
に
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
の
期
待
を
大
き
く
上
回
る
収
穫
が
得
ら
れ
、
そ
の
経
験
は
こ
れ
か
ら
の
将
来
の
糧
に
な
る
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
と
感

じ
る
の
だ
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
こ
の
研
修
を
実
現
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
一
週
間
の
北
京
滞
在
で
は
こ
の
上
な
く
快
適
な
環
境
を
整
え
て
く
だ
さ
り
、
ま
た

毎
日
の
研
修
活
動
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
企
業
訪
問
や
見
学
、
文
化
講
座
、
大
学
で
の
講
義
聴
講
や
学
生
交
流
な
ど
、
実
に
多
様
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
多
様
な
経
験
を

通
し
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
本
研
修
の
核
心
で
も
あ
る
「
北
京
を
重
層
的
に
考
察
す
る
視
点
」
を
獲
得
し
、
自
分
の
肌
感
覚
に
染
み
込
ま
せ
る
こ
と
で
、
将
来
の
糧
に
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
北
京
で
し
か
得
ら
れ
な
い
多
様
な
経
験
の
中
で
も
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
研
修
中
に
北
京
で
出
会
っ
た
方
々
の
心
の
中
の
「
芯
」
だ
。
本
研
修
で

お
会
い
し
た
方
々
の
多
く
は
大
学
の
先
生
方
や
企
業
を
リ
ー
ド
す
る
幹
部
が
多
か
っ
た
が
、
彼
ら
は
自
分
の
中
に
強
い
信
念
や
誇
り
を
持
っ
て
お
り
、
一
本
「
芯
」
が
通
っ
て
い
た
。
そ

し
て
、
聞
く
人
を
ぐ
っ
と
惹
き
こ
む
不
思
議
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
私
は
、
彼
ら
に
対
し
て
心
か
ら
の
尊
敬
の
念
を
抱
き
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
人
に
な
り
た
い
と

心
か
ら
思
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
最
も
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
の
言
葉
に
日
本
に
対
す
る
尊
重
が
随
所
に
滲
み
出
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
文
学
や
、
日
本
の
華
道
、
日

本
の
研
究
者
の
貢
献
、
ま
た
日
本
の
環
境
保
護
技
術
に
つ
い
て
な
ど
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
中
国
の
経
済
・
文
化
そ
の
他
の
分
野
の
発
展
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
文
脈
で
語

ら
れ
て
い
た
。
た
だ
「
す
ご
い
」
と
褒
め
る
の
で
は
な
く
、
相
手
に
対
す
る
尊
重
が
自
国
に
対
す
る
誇
り
や
将
来
へ
の
期
待
に
相
互
に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
対

等
な
立
場
に
立
っ
て
の
尊
重
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。
こ
の
尊
重
こ
そ
が
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
そ
し
て
ひ
い
て
は
こ
れ
か
ら
の
日
中

関
係
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
に
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
今
回
の
北
京
研
修
は
私
の
北
京
に
対
す
る
第
一
印
象
を
決
定
づ
け
る
く
ら
い
濃
密
で
充
実
し
た
経
験
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
経
験
の
み
で
北
京
や
中
国
を
語
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
「
尊
重
」
を
胸
に
更
な
る
経
験
を
積
み
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
「
中
国
」
と
長
く
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
強
く
思
っ
た
。

（
布
施
晴
香
）



　
　
あ
と
が
き
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一
週
間
。
研
修
期
間
と
し
て
、
短
い
と
も
言
え
る
し
、
長
い
と
も
言
え
ま
す
。
中
国

語
の
ス
キ
ル
を
は
っ
き
り
と
伸
ば
す
た
め
に
は
全
然
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
が
、
北
京
社
会

を
ち
ょ
っ
と
体
験
す
る
だ
け
な
ら
十
分
す
ぎ
る
く
ら
い
の
時
間
と
言
え
ま
す
。
こ
の
研
修

の
特
徴
は
、
一
つ
は
、
期
間
が
一
週
間
だ
と
い
う
点
に
あ
り
、
こ
れ
が
絶
妙
な
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
一
週
間
が
お
そ
ろ
し
く
多
彩
で
濃
密
だ
と
い
う
こ
と
。
そ

れ
が
こ
の
研
修
の
二
つ
目
の
特
徴
で
す
。
今
年
の
研
修
も
、
研
修
初
日
か
ら
、
最
終
日
の

夜
ま
で
一
週
間
の
間
、
な
か
な
か
普
段
は
体
験
で
き
な
い
北
京
の
社
会
的
文
化
的
事
象
を

次
々
と
体
験
す
る
濃
厚
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

東
大
の
学
生
と
中
国
人
民
大
学
文
学
院
の
学
生
と
の
間
の
交
流
も
こ
の
研
修
の
重
要
な

一
コ
マ
で
す
が
、
他
の
多
く
の
国
際
研
修
と
大
き
く
異
な
る
こ
の
研
修
の
特
徴
は
、
や
は

り
、
大
学
と
い
う
枠
を
離
れ
、
北
京
社
会
の
中
の
様
々
な
社
会
組
織
の
中
に
飛
び
込
ん
で

行
き
、
東
大
で
学
ん
だ
中
国
語
を
使
っ
て
交
流
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う

（「
人
民
中
国
」
社
で
は
日
本
語
で
の
交
流
と
な
り
ま
し
た
が
）。
中
国
語
ス
キ
ル
が
十
分
で

な
い
参
加
者
は
冷
や
汗
を
か
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
か
と
い
っ
て
、
そ
の
た
め
に
言
葉

に
詰
ま
っ
て
交
流
が
成
り
立
た
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
全
員
が
粘
り
強
く
そ
の

場
そ
の
場
の
交
流
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
八
人
の
参
加
者
の
間
の
空
気
も
傍
目
で
見
た
限

り
で
は
和
気
あ
い
あ
い
と
い
っ
た
感
じ
で
、
引
率
者
と
し
て
は
嬉
し
い
限
り
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
研
修
三
日
目
の
九
月
一
〇
日
（
火
）
の
午
後
、
北
京
の
中
心
部
の
建

国
門
外
に
あ
る
国
能
中
電
（
国
能
中
電
能
源
集
団
有
限
責
任
公
司
）
と
い
う
、
環
境
保

護
活
動
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い
る
巨
大
な
営
利
企
業
を
訪
れ
ま
し
た
。（http://www.

cpcepgroup.com
/index.php?siteid=1

）。
中
国
で
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
た
青
年
実
業
家

で
あ
る
白
雲
峰
董
事
長
兼CEO

と
そ
の
他
数
名
の
社
員
が
、
瀟
洒
な
本
社
の
建
物
の
一

室
に
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
交
流
会
が
終
わ
っ
た
後
の
夕
食
会
で
、
私
の
隣

に
座
っ
た
会
社
ナ
ン
バ
ー
２
の
技
術
畑
の
方
（
名
刺
が
も
ら
え
ず
、
名
前
を
失
念
）
が
、

私
は
あ
ま
り
日
本
人
と
付
き
合
っ
た
こ
と
が
な
い
が
、
と
断
っ
た
う
え
で
、
日
本
人
は
中

国
人
と
同
じ
東
洋
人
な
の
で
「
人
情
」
が
わ
か
っ
て
い
る
、
と
話
し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
え
ば
、
以
前
ア
メ
リ
カ
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
学
生
た
ち

が
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
訪
問
し
た
際
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
の
学
生
た
ち
は
、
会
社
の

広
報
ビ
デ
オ
を
見
て
、
国
能
中
電
を
批
判
す
る
ば
か
り
で
、
結
局
ず
っ
と
ス
タ
ッ
フ
と
学

生
た
ち
の
間
で
喧
嘩
腰
の
論
争
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
生
は
「
人
情
」
を
理
解
し
な
い
の
に
対
し
、
東
大
生
は
「
人
情
」
が
わ
か
る
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
非
常
に
友
好
的
に
、
あ
る
意
味
褒
め
て
も
ら
っ
た
の
で
、
私
は

そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
あ
た
り
に
は
い
ろ
い
ろ
考
え
る
べ
き
こ
と
、
反

省
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
私
は
思
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
が
そ
の
ビ
デ
オ
を
見
た
あ
と
で
、
中
国
の
環
境
汚
染
に
つ
い
て
、
自
分

が
観
た
こ
と
の
あ
る
西
洋
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
が
作
成
し
た
ビ
デ
オ
と
は
、
だ
い
ぶ
伝
え
て

い
る
内
容
が
違
う
、
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ま
で
非
常
に
落
ち
着
い
た
態
度
で
テ
キ
パ

キ
と
周
到
で
エ
ッ
ジ
の
効
い
た
説
明
を
私
た
ち
に
し
て
い
た
白
雲
峰
董
事
長
が
、
突
然
色

を
正
し
て
、「
そ
れ
は
中
国
の
醜
悪
化
（“

醜
化
中
国”

）」
だ
と
鋭
い
声
を
発
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
そ
の
参
加
者
は
疑
問
の
追
及
を
控
え
彼
の
言
葉
に
慎
重
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
の
態
度
は
非
常
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
明
ら
か
に
、
こ
の
あ
た

り
に
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
（“

敏
感”

）
な
問
題
が
隠
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
背
後
に
は
、
国
際

的
で
社
会
的
か
つ
文
化
的
な
大
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
私

た
ち
東
大
訪
問
団
は
こ
の
場
面
に
限
ら
ず
、
概
ね
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
に
な
る
べ
く

触
れ
な
い
よ
う
立
ち
回
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
、
会
社
ナ
ン
バ
ー
２

の
技
術
畑
の
方
は
、「
人
情
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
で
や
さ
し
く
包
ん
で
く
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う“

人
情”

は
昨
今
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
忖
度
」

と
い
う
日
本
語
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

“

人
情”

を
理
解
す
る
こ
と
も
「
忖
度
」
す
る
こ
と
も
、
本
来
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
話
に
耳
を
傾
け
、
人
の
気
持
に
寄
り
添
う
こ
と
は
、
現
代
人
に
と
っ

て
、
む
し
ろ
必
要
な
美
徳
と
さ
え
言
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
彼
の
言
葉
は
言
葉
通
り
受
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け
取
っ
て
お
き
た
い
と
私
は
考
え
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
も
し
か
し
た
ら
、
彼
も
、
私

た
ち
東
大
訪
問
団
と
の
交
流
に
は
、
あ
る
種
の
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
や
ん
わ
り
と
あ
あ
や
っ
て
伝
え
て
く
れ
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
っ
た
一
週
間
の
研
修
で
最
大
限
の
収
穫
を
得
る
た
め
に
、
当
初
、
参
加
者
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
設
定
を
要
求
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
し
か
し
、
そ
れ
に
縛
ら
れ
ず
に
、

見
聞
き
す
る
北
京
の
現
状
を
、
曇
り
の
な
い
眼
で
、
柔
ら
か
く
鋭
い
耳
で
、
あ
り
の
ま
ま
、

そ
の
と
お
り
に
、
受
け
取
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
今
で
も

ま
ち
が
っ
た
指
示
だ
っ
た
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
団
長
と
し
て
の

私
の
自
己
批
判
と
し
て
言
う
の
で
す
が
、
そ
の
場
の
空
気
を
壊
す
こ
と
を
恐
れ
て
、
本
当

の
相
互
理
解
に
達
す
る
た
め
に
必
要
な
思
い
切
り
の
良
い
踏
み
込
み
が
、
若
干
足
り
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
勇
気
や
大
胆
さ
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
信
頼
関
係
を

損
な
わ
な
い
た
め
の
、
様
々
な
語
彙
、
表
現
技
術
、
作
法
と
セ
ッ
ト
の
話
で
す
。
信
頼
関

係
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
ら
相
互
理
解
な
ど
土
台
無
理
な
話
な
の
で
す
か
ら
。

参
加
者
に
と
っ
て
、
今
年
の
研
修
が
記
憶
に
残
る
極
め
て
有
意
義
な
体
験
に
な
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
彼
ら
が
こ
の
報
告
集
の
た
め
に
寄
せ
て
く
れ
た
文
章
を
読
む
と
、
全
く

疑
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
者
は
、も
し
機
会
と
余
裕
が
あ
っ
た
ら
、こ
れ
か
ら
で
も
、

二
〇
一
九
年
九
月
の
北
京
で
の
見
聞
や
出
会
っ
た
方
々
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
査
し
た
り
、
書
籍
を
読
ん
だ
り
し
て
、
自
ら
の
経
験
を
立
体
的
に
そ
し

て
広
が
り
の
あ
る
も
の
と
し
て
、
再
確
認
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
東
京

大
学・教
養
教
育
高
度
化
機
構
（
国
際
連
携
部
門
）
に
属
す
るLAP

（
リ
ベ
ラ
ル・ア
ー
ツ・

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
し
て
も
、
今
後
の
活
動
に
、
今
年
度
の
北
京
社
会
文
化
研
修
の
経
験
を

是
非
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
二
月
二
一
日

伊
藤　
徳
也
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編輯後記

山川异域，风月同天。

彼时我们都不会想到，Q 老师在研修结束前日留给大家的这句临别赠言，在半年后的如今竟会引发如此

之大的反响。

中国爆发新型冠状病毒肺炎疫情后，日本汉语水平考试机构的负责人捐赠给湖北高校的支援物资上也附

上了这句意味深长的偈语。一经报道，便感动了许多的中国人，甚至引发出竞相和诗回赠的文化现象。这场意

外带来的 “日本热”、“文化热” 席卷全网，让人一度错觉穿越到那段被成为中日蜜月期的八十年代。其间，一

直以来致力于两国友好的传统民间团体，老一辈友好人士的活跃身影尤为突出。那么，在这场新世纪的友好互

动中，年轻一代人又在做什么，又能做些什么？

2 月 10 日，中国国内的友人发来一段视频。视频里，一位东大本科生结束了一下课便马不停蹄地赶去池

袋，为支援武汉的募捐活动表达心意。这段视频中的主人公正是我们 “深思北京” 活动 2017 度的研修生 M 同学。

募捐这一举动固然让人感动，但作为近年的领队之一，更为感慨的是相较于两年前，M 同学的中文表达真的

有了令人惊喜的飞跃式进步。想必，因为北京研修的契机而赴中国留学的这短短一年时间里，M 同学一定结

识了许多优秀而温暖的朋友。

同样的，早在 1 月 24 日（也就是中国的除夕），2016 年度的研修生 N 同学就用中英双语在社交网络发表

了一段声援武汉的文字。微信朋友圈里，2018 年度的研修生 D 同学、S 同学也都第一时间向研修时认识的中

国友人发去了暖心慰问……诚然，我们的年轻人，能力与经验尚不及前辈友好人士，但也都在以自己的方式呵

护着珍贵的友情。虽不能至，心向往之。国与国之间所谓基于尊重和理解的友好，归根结底，不正是始于这每

一个微小个体的跬步细流吗？

“深思北京” 活动迄今六届，作为国际交流项目而言，同样年轻稚嫩，摸索中前行，实践中成长。往届的

研修生多已走出校园，步入社会，虽不是每位同学都活跃在与中国相关的工作领域，但从不时的联络间，依然

可以感受到大家都十分珍惜与汉语的缘分，与北京的缘分，与中国的缘分。

眼下这个尤其考验语言能力，情报收集、分析能力，独立思考能力的特殊时期，当本年度的研修生们在

一系列的报道中再次看到开头的这句话时，又会如何忆起去年初秋的北京，如何忆起曾在那里邂逅的师友呢？

汉语里有一句话叫 “患难见真情”，但我更期望，无论患难与否，我们都能以真心相待，以真情相惜。

2020 年 3 月

朱 芸绮 
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